
平成27年6月1日発行　第63号（毎月1日発行）

静岡商工会議所報［シング］
家 康 公 が 育 て た 商 工 業 を 未 来 へ家家 康家家 公 が 育 て た 商 工 業 を 未

幼いころに信長と出会っていました。信長が瓜をあげようとしたら、
「友だちの分もくれ」と要求した友だち思いの竹千代。
大人になっても二人は力をあわせて戦国の世を勝ちぬいていったのです。

※家康公の生涯を1年間、表紙で紹介します。

たたら なおき 作／絵

シズオカ[KAGU]メッセ
駿河の家具インテリア展
営業力のあるホームページ



静岡商工会議所 静岡県地域ジョブ・カードセンター
TEL 054-353-3407（直通）／FAX 054-353-3443
〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17

お問い合わせは



駿府静岡
　と
　　私

【第39回】

　

松
平
家
は
三
河
松
平
郷（
現
豊
田

市
）を
拠
点
と
し
て
初
代
親
氏
か
ら

家
康
公
の
父・広
忠
ま
で
八
代
を
数
え

る
一
族
で
し
た
。こ
の
松
平
家
八
代
の

御
墓
は
、豊
田
市
松
平
町
の
高
月
院

と
岡
崎
市
の
大
樹
寺
に
あ
り
ま
す
。一

族
の
祖
は
源
義
家
の
孫・義
重（
新
田

義
重
）で
、そ
の
末
子・義
季
が
上
野
国

世
良
田
庄
徳
川
郷
に
住
ん
で
徳
川
義

季
と
名
乗
り
、南
北
朝
の
混
乱
の
中
に

衰
微
し
て
、義
季
の
子
孫
の
八
代
目
親

氏
が
流
浪
し
て
松
平
郷
に
至
っ
て
、郷

主
松
平
太
郎
左
衛
門
の
娘
を
娶
っ
て

松
平
氏
を
名
乗
っ
た
と
い
う
の
が
系
図

で
す
。

　

松
平
家
三
代
目
の
信
光
が
寺
に
納

め
た
願
文
が
あ
り
ま
す
。「
阿
弥
陀
佛

の
大
慈
悲
力
を
蒙
り
天
下
泰
平
国
家

安
穏
を
守
護
せ
し
め
ん
と
欲
す
。之
に

依
り
子
孫
代
々
浄
土
の
真
宗
に
帰
依

し
、仏
神
を
崇
敬
し
奉
り
、加
護
の
力

を
以
っ
て
武
運
を
開
栄
し
、天
下
の
守

る
よ
う
な
力
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

家
康
公
が
生
ま
れ
た
の
は
天
文
十
一

年（
一
五
四
二
）の
暮
れ
、岡
崎
城
で
し

た
。母
は
三
河
の
刈
谷
城
主・水
野
忠

政
の
娘
・
於
大
の
方
で
、父
が
亡
く
な

り
、兄
の
代
に
な
っ
て
水
野
家
が
織
田

方
に
味
方
す
る
方
針
と
な
っ
た
た
め
に

離
縁
と
な
り
、松
平
家
を
去
り
ま
す
。

家
康
公
満
一
歳
の
時
で
す
。そ
し
て
三

河
の
国
侍
の
多
く
が
織
田
方
に
傾
く

に
つ
れ
て
広
忠
に
対
す
る
今
川
方
の
不

信
が
強
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
って
、家
康

公
は
人
質
と
し
て
駿
府
へ
送
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、途
中
で
織
田
方
に

味
方
す
る
勢
力
の
手
に
よ
っ
て
逆
に
尾

張
に
送
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。天
文
十

六
年
、家
康
公
六
歳
の
時
で
す
。こ
こ

で
十
四
歳
の
信
長
と
会
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。そ
の
後
の
二
人
の
関
係
を
見

る
と
、こ
の
子
供
時
代
の
二
人
の
間
に

出
来
た
信
頼
と
友
情
の
関
係
は
大
変

に
深
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

護
職
と
し
て
上
は
叡
慮
を
安
ん
じ
奉

り
、下
は
国
家
を
治
め
万
民
を
安
ん
じ
、

普
く
念
仏
を
流
布
し
、二
世
の
利
益
を

施
し
共
に
大
菩
提
を
成
ぜ
ん
」。小
さ

な
領
主
の
願
文
と
し
て
は
、天
下
の
守

護
職
た
ら
ん
と
い
う
の
は
気
宇
壮
大

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

家
康
公
の
祖
父・清
康
は
な
か
な
か

の
英
傑
で
、岡
崎
を
拠
点
に
ほ
ぼ
三
河

一
国
を
平
定
し
ま
し
た
。し
か
し
彼
は

尾
張
の
織
田
信
秀（
信
長
の
父
）と
の

戦
い
の
途
中
に
誤
って
部
下
に
殺
さ
れ
、

岡
崎
勢
は
混
乱
し
織
田
軍
は
岡
崎
に

迫
り
ま
し
た
。家
康
公
の
父・広
忠
が

十
歳
の
時
で
す
。広
忠
は
流
浪
し
今

川
の
援
助
の
も
と
で
よ
う
や
く
岡
崎

に
帰
り
、そ
の
後
は
今
川
方
の
尖
兵
と

し
て
尾
張
勢
と
戦
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。地
方
武
将
で
あ
る
松
平
家
は
、東

に
駿
河
の
今
川
、西
に
尾
張
の
織
田
と

い
う
強
大
な
勢
力
に
挟
ま
れ
て
お
り
、

と
て
も
同
時
に
二
方
面
作
戦
の
出
来

松平太郎左衛門親氏像。松平郷園地（豊田市松平町）には、領内を巡視する親氏像と７対の石柱が１９９３年に
建てられた。（写真提供：松平観光協会）

ち
か　
う
じ

え
い　
り
ょ

き
よ　
や
す

お　

だ
い

の
ぶ　
ひ
で

ひ
ろ　
た
だ

せ
ん　
ぺ
い

だ
い　
じ
ゅ　

じ

よ
し　
す
え

の
ぶ　
み
つ

こ
う
ぶ

め
と

せ　
　

ら　
　

た
の
し
ょ
う
と
く　
が
わ　
ご
う

こ
う
ず
け
の
く
に



あ　
　

６
月
２
日
㈫
〜
８
月
９
日
㈰

広
重
と
な
ぞ
な
ぞ
浮
世
絵

名
所
絵
で
見
る
判
じ
絵
の
世
界

静
岡
市
東
海
道
広
重
美
術
館

℡
０
５
４‐

３
７
５‐

４
４
５
４

６
月
２
日
㈫
〜
７
月
26
日
㈰

大
関
ヶ
原
展

京
都
市・京
都
文
化
博
物
館

℡
０
７
５‐

２
２
２‐

０
８
８
８

６
月
４
日
㈭

第
２
回
し
ず
ま
え
レ
シ
ピ
コ
ン
ク
ー
ル

由
比
漁
港
㈿
事
務
所・調
理
室

℡
０
５
４‐

３
５
４‐

２
１
８
４

（
静
岡
市
水
産
漁
港
課
）

６
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

家
康
公
ゆ
か
り
の

田
中
城
に
関
連
し
た
展
示
会

藤
枝
市・西
益
津
公
民
館

℡
０
５
４‐

６
４
１‐

８
８
６
２

６
月
６
日
㈯

三
河
時
代
の
家
康
を
考
え
る
①

松
平
氏・家
康
研
究
の
現
状
と
課
題

岡
崎
市・岡
崎
市
福
祉
会
館・大
ホ
ー
ル

℡
０
５
６
４‐

２
８‐

５
０
０
０

（
岡
崎
市
美
術
博
物
館
）

６
月
６
日
㈯
〜
７
月
５
日
㈰

藤
枝・岡
部
の
浮
世
絵
展

藤
枝
市・郷
土
博
物
館・文
学
館

℡
０
５
４‐

６
４
５‐

１
１
０
０

（
藤
枝
市
文
化
財
課
）

６
月
４
日
㈭
〜
６
日
㈯

大
御
所
家
康
公
ほ
た
る
の
集
い

静
岡
市・駿
府
城
公
園・紅
葉
山
庭
園

℡
０
５
４‐

２
２
１‐

１
３
１
９

（
静
岡
市
環
境
創
造
課
）

６
月
７
日
㈰

第
15
回
久
能
山
祭
り

静
岡
市・久
能
山
東
照
宮

℡
０
５
４‐

２
３
７‐

２
４
３
８

６
月
７
日
㈰

第
３
回
丸
子
せ
ん
ね
ん
マ
ル
シ
ェ

静
岡
市・丁
子
屋

℡
０
５
４‐

２
５
８‐

１
０
６
６

６
月
７
日
㈰

Ｊ
Ｒ
東
海
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

可
睡
斎
御
開
帳
と
可
睡
ゆ
り
の
園
を
訪
ね
て

袋
井
市・Ｊ
Ｒ
袋
井
駅
ス
タ
ー
ト

℡
０
５
０‐

３
７
７
２‐

３
９
１
０

（
Ｊ
Ｒ
東
海
テ
レ
フ
ォ
ン
セ
ン
タ
ー
）

６
月
７
日
㈰

駿
府
の
ま
ち
家
康
公

ポ
イ
ン
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

静
岡
市
街
地

℡
０
７
０‐

１
２
０
３‐

７
２
９
５

（
静
岡
里
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）

６
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

シ
ズ
オ
カ﹇
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
﹈メ
ッ
セ
２
０
１
５

静
岡
市・ツ
イ
ン
メッ
セ
静
岡・北
館

℡
０
５
４‐

２
５
４‐

７
２
０
１

（
静
岡
県
家
具
工
業
組
合
）

６
月
13
日
㈯
〜
７
月
30
日
㈭

「
徳
川
家
康
公 

立
体
し
か
み
像
」公
開

浜
松
市・浜
松
市
博
物
館

℡
０
５
３‐

４
５
６‐

２
２
０
８

６
月
19
日
㈮

徳
川
み
ら
い
学
会
第
２
回
講
演
会

「
朝
鮮
通
信
使
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

静
岡
市・し
ず
ぎ
ん
ホ
ー
ル・ユ
ー
フ
ォニ
ア

℡
０
５
４‐

２
８
４‐

９
６
６
０

（
徳
川
み
ら
い
学
会
）

６
月
19
日
㈮
〜
８
月
７
日
㈮

古
文
書
講
座「
家
康
公
が
秀
忠
夫
人

お
江
へ
あ
て
た
訓
戒
状
を
読
む
」

静
岡
市
立
清
水
中
央
図
書
館

℡
０
５
４‐

３
５
４‐

１
３
３
１

６
月
21
日
㈰

第
３
回
家
康
公
検
定
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

岡
崎
市・イ
オ
ン
モ
ー
ル
岡
崎

℡
０
５
６
４‐

２
３‐

６
３
８
４

（
岡
崎
市
観
光
課
）

７
月
１
日
㈬

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
徳
川
家
と
武
田
家
」

三
方
ヶ
原
の
戦
い
か
ら
赤
備
え
へ

浜
松
市・ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松

℡
０
５
３‐

４
５
７‐
２
２
４
１

（
浜
松
市
企
画
課
）

平
成
27
年
６
月 家
康
公
四
百
年
祭
イ
ベ
ン
ト

※詳細は静岡商工会議所ホームページをご覧ください。

　家康公が幼少期と19歳から29歳の青年期を過ごしたふるさと岡崎には、家康公ゆかりの名所旧跡が数多く
残っています。
　本スタンプラリーでは、家康公出生の岡崎城をはじめ、菩提寺の大樹寺、氏神の伊賀八幡宮など岡崎市内
14ヶ所のスタンプポイントのうち、8ヶ所以上のスタンプを応募用紙（はがき）に押してご応募いただくと、抽選で合
計200名様に岡崎の特産品などが当たります。また、全てのスタンプを集めると、岡崎平定賞として、記念オリジ
ナルクリアファイルを進呈いたします。家康公の岡崎での足跡を巡る旅に、この機会にぜひお出かけください。
実施期間：平成27年4月1日（水）～11月30日（月）
　　　　　前期締切：7月31日（金）　後期締切：11月30日（月）　消印有効
　　　　　※なお、応募は前期・後期ごとにお一人様１回限り有効です。当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。
台　　紙：台紙はHPからダウンロード頂けます。　　
配　　布：名鉄東岡崎駅内観光案内所、スタンプポイント14ヶ所、岡崎商工会議所、岡崎市役所観光課
主　　催：徳川家康公顕彰四百年記念事業 岡崎部会実行委員会
送 り 先：〒444-8611　愛知県岡崎市竜美南1-2　岡崎商工会議所内　家康公岡崎絵巻スタンプラリー　担当宛

家康公岡崎絵巻スタンプラリー家康公岡崎絵巻スタンプラリー家康公岡崎絵巻スタンプラリー
～ 岡崎のグルメや特産品が抽選で当たる！岡崎のグルメや特産品が抽選で当たる！ ～～ 岡崎のグルメや特産品が抽選で当たる！ ～

平
成
27
年
７
月

で 検索家康公岡崎絵巻



※「Sing」は、静岡のS、清水のS、商工会議所のSに、現在進行形ingを組み合わせ、
　新しい商工会議所が前進し、明るい歌が響く未来をイメージしたタイトルです。

平成27年6月1日発行 第63号（毎月1日発行）

・夏季融資相談会(～6/5 静・清)

・創業・起業相談会(静)

・デザイン相談会(静岡市クリエーター支援センター)

・シズオカ[KAGU]メッセ2015（～6/14 ツインメッセ静岡）

・法律相談会(静)　・常議員会(静)

・税務相談会(静)

・簿記検定試験

・許認可・著作権相談会(静)　・メンタルヘルスセミナー(静)

・税務相談会(清)　・創業・起業相談会(静)

・カラーコーディネーター検定試験

・法律相談会(静)　・通常議員総会(静)

・税務相談会(静)

・鷹の市＆駿府市（鷹匠１丁目・駿府町商店街）

・珠算・暗算段位認定試験

・IT・情報化相談会(静・清)　・創業相談会(清)
・マル経資金説明相談会(静・清)

・許認可・著作権相談会(静)
・新産業開発新興機構 総会・成果報告会・講演会(清)

・健康相談(静)　・司法書士相談会(静)　・融資相談会(清)
・労務・特許相談会(清)　・マル経資金説明相談会(静・清)
・デザイン相談会(静岡市クリエーター支援センター)
・融資相談会(静)
・徳川みらい学会第2回講演会(ユーフォニア)
・第94回「産学官」講演会・交流会(清)
・清水エスパルスVSヴァンフォーレ甲府(アイスタ)
・七間町青空市(七間町各商店街)

・発明・特許相談会(静) ・情報化セミナー(～6/25 清)
・商工振興委員全体連絡会議(静岡グランドホテル中島屋)
・IT・情報化相談会(清)　・法律相談会(清)
・マル経資金説明相談会(静・清)

・ビジネス会計検定試験申込受付（～7/31）
・消費税転嫁対策セミナー（静岡第一ホテル）

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

※（静）は静岡事務所、（清）は清水事務所での開催

【 セミナー・イベント カレンダー 】

静岡商工会議所  最高顧問  德川恒孝氏

特集
シズオカ［KAGU］メッセ2015
・多様化するニーズ・こだわりに応えてまいります。
・出展者紹介（51社）
・駿河家具生産団体研究会のご紹介

松平家八代と家康公

東京からこんにちは
一般社団法人 日本新聞協会
尾高 泉さん

新会員ご紹介
３月～４月ご入会事業所
わが社自慢の商品・サービス
家康公四百年祭関連商品、他
しごとなでしこ
藤原かおりさん
静岡の未来
森谷秀樹さん

しずおか味な店
レストラン サンライス

オーレ！エスパルス！
大前元紀選手
㈱アルバイトタイムス

会議所TOPICS
平成の徳川家臣団大会2015

プレミアム付商品券

誌上経営相談
営業力のあるホームページ

駿府家康囲碁まつり講演
徳川家康と囲碁

家康公四百年祭
６月イベント、家康公岡崎絵巻スタンプラリー

写真で見る静岡商工会議所の動き
３月～４月の商工会議所事業

平成２７年度の表紙は、家康公四百年祭を記念して、
家康公の生涯を、たたらなおきさんが描きます。
家康公の父・松平広忠は、今川義元の傘下に入り、家
康公を人質に出すことになりました。天文１６年（１５４
７）８月、岡崎から渥美郡田原に出て、駿府へ向かおう
としていた６歳の家康公は、織田信秀(信長公の父)に
通じていた田原城主の舟で尾張熱田に連れていかれ
ました。織田信秀が家康公を奪ったのは松平広忠を味
方にするためでしたが、広忠は織田方にはなびかず、
家康公は織田信秀の人質として２年間を名古屋万松
寺天王坊で過ごしました。
この時、信長公と家康公は何度か顔を合わせていたと
思われます。家康公が信長公からもらった「初瓜」を家
来に分けた話は、山岡荘八氏が「徳川家康」で描いた
エピソードです。
たたらなおきさんは静岡市生まれの造形作家。
静岡市葵区千代田５丁目7-25-10
TEL054-245-0049

表紙／竹千代物語③切っても切れない信長との固いきずな



　

家
具・イ
ン
テ
リ
ア
産
業
は
、少
子
高
齢

化
に
伴
う
人
口
減
や
住
宅
需
要
の
減
少
な

ど
、多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、

人
々
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め

に
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
な
産

業
で
あ
り
ま
す
。豊
か
さ
の
有
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や
求

め
先
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と
共
に
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化
し
、家
具・イ
ン
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ア
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
も
千
差
万
別

で
す
。

　

今
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の
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Ｕ
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度
、
家
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ン
テ
リ
ア
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あ
る
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に
、新
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場
＝
リ
ノ
ベ
ー
シ
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伝
承
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い
き
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ら
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具・イ

ン
テ
リ
ア
を
通
し
て
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多
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化
す
る
ニ
ー

ズ・こ
だ
わ
り
に
応
え
た
豊
か
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住
生
活
空
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供
で
き
る
産
地
」を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。皆
様
方
の
ご
来
場
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
喜
多
俊
之
氏
と

静
岡
の
家
具
メ
ー
カ
ー
９
社
が
タ
ッ
グ
を
組

み
、リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
向
け
家
具
を
開

発
し
、メッ
セ
会
場
に
お
い
て
発
表
し
ま
す
。

「
住
ま
い
を
暮
ら
し
の
舞
台
に
変
え
る
」を

合
言
葉
に
、家
具
イ
ン
テ
リ
ア
産
業
と
し
て

新
た
な
市
場
開
拓
を
目
指
し
ま
す
。

※

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
と
は
、既
存
の
建
物
に
対

し
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大
幅
な
改
築
工
事
を
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う
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と
で
、

空
間
の
構
造・用
途
を
よ
り
良
く
造
り
変

え
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築
時
以
上
に
機
能
や
価
値
を
再
生・

向
上
さ
せ
る
こ
と
。

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ・こ
だ
わ
り
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

静岡県家具工業組合
理事長
実石幸男
東海家具工業（株）　
代表取締役社長

出
展

企
画
展

静岡市駿河区曲金3丁目1番10号
会場

業者
商談日

最新情報随時更新中

主催／静岡県家具工業組合

特集
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静
岡
の
伝
統
工
芸
品
を
は
じ
め
、地
元

企
業
や
ク
ラ
フ
ト
作
家
な
ど
の
幅
広
い
静

岡
製
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　

静
岡
県
の
家
具
メ
ー
カ
ー
等
64
社
。詳

細
は「
出
展
者
紹
介
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
駿
河
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逸
品
コ
ー
ナ
ー

　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
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を
持
つ
デ
ザ
イ

ナ
ー
や
学
生
達
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魅
力
的
で
斬
新
な
デ
ザ

イ
ン
と
の
出
会
い
が
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
開
き
ま
す
。

▼
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ラ
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各
出
展
企
業
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ザ
イ
ン
力
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オ
リ

テ
ィ
を
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う
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ン
テ
ス
ト
で
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。栄
え
あ
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賞
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く
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は
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の
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か
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で
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め
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く
だ
さ
い
。
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特
別
講
演
会

▼「
住
ま
い
は
人
生
の
舞
台
」

　

リ
ノ
ベ
ー
シ
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ン
住
宅
の
た
め
の
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具
開
発

　

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
、し
ず
お
か
の

カ
タ
チ
の
輪
郭
を
デ
ザ
イ
ナ
ー
達
が
分
か

り
や
す
い
カ
タ
チ
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

▼
し
ず
お
か
の
カ
タ
チ
展
２
０
１
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意
欲
あ
る
若
手
職
人
達
に
よ
る
人
間
工

学
と
基
礎
デ
ー
タ
を
基
に
し
た
椅
子
づ
く

り
と
、乾
漆
工
芸
の
技
の
研
鑚
に
つ
い
て
成

果
を
発
表
し
ま
す
。

▼
静
岡
の
職
人
技
展

日
時
：
６
月
9
日（
火
）
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時
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〜
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時
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場
内
特
設
ス
テ
ー
ジ
。
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ザ
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無
料
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事
前
申
込
制
。定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。
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（株） アンファン

〒430-0923 浜松市中区北寺島町６１７－１０
TEL.053-453-8903  FAX.053-450-3835
www.enfant-net.com/
help@enfant-net.com

取扱
品目

パイン材による家具全般、
キッチン、洗面台、内装部材

アメリカ広葉樹輸出協会

〒530-0047 大阪府大阪市北区西天満２-１１-５ アメリカ総領事館内
TEL.06-6315-5101  FAX.06-6315-5103
www.ahec-japan.org
info@ahec-japan.org

取扱
品目 アメリカ広葉樹材で製作された家具

ＡＲＴＬＩＮＥ（株）

〒421-0112 静岡市駿河区東新田２丁目１６番２５号
TEL.054-201-9945  FAX.054-256-1151
www.artlinekilim.com/
info@artlinekilim.com

取扱
品目 ギャッベ、キリム、絨毯

（有） インテルナ南條

〒421-1221 静岡市葵区牧ヶ谷２１１４番地
TEL.054-278-5141  FAX.054-278-5142
www.pari-no-zakkaya.com
interna@nanjoh.co.jp

取扱
品目

トータル家具、小物家具、店舗用什器、
ディスプレー用什器、和家具、他社OEM

（有） インテリア丸萬

〒422-8064 静岡市駿河区新川１丁目１９番３１号
TEL.054-285-5422 FAX.054-284-2920
maruman@za.tnc.ne.jp

取扱
品目

ドレッサー、チェスト、姿見、
ナイトテーブル、仏壇

（株）一生紀

〒425-0022 焼津市本町５丁目１５番１号
TEL.054-631-7210  FAX.054-631-7290
www.isseiki.co.jp/
fujinami@isseiki.co.jp

取扱
品目 家具、インテリア

（有） 市川木工

〒422-8053 静岡市駿河区西中原１丁目３－３８
TEL.054-643-1957  FAX.054-643-1957
forestview-ichikawa.jimdo.com/
forestview@cy.tnc.ne.jp

取扱
品目 木製小物、家具全般

（有） 勝見木工

〒426-0211 藤枝市西方４３－１
TEL.054-638-5980  FAX.054-638-5980

取扱
品目 テーブル、椅子、座卓、リビングボード

（株） エム・ケー・マエダ家具

〒426-0001 藤枝市仮宿１０５２－１
TEL.054-643-6911  FAX.054-645-0740
www.mkm.co.jp
info@mkm.co.jp

取扱
品目 トータル家具インテリア

エコウッド景観協同組合

〒421-1211 静岡市葵区慈悲尾２２７－３
TEL.054-276-2211  FAX.054-276-2220
www.ecowood.or.jp/
ecowood@ka.tnc.ne.jp

取扱
品目

ガーデンファニチャー、
エクステリア木製品全般

起立木工 （株）

〒422-8561 静岡市駿河区津島町１６番２０号
TEL.054-283-6111  FAX.054-282-8021
www.kiritsu.co.jp
info@kiritsu.co.jp

取扱
品目

国産・中国製・欧州製家具、住宅向OEM家具、
医療施設及び介助支援家具

共和成産（株）

〒426-8633 藤枝市泉町２０番地
TEL.054-635-3331  FAX.054-635-0788
www.kyowa-seisan.co.jp
a-tsuge@kyowa-seisan.co.jp

取扱
品目

木質系内装仕上材、パーティション
なぐり加工（壁材、フローリング）

（株） 塩川光明堂

〒422-8044 静岡市駿河区西脇２６３－１
TEL.054-281-7351  FAX.054-281-7352
www.shiokawakoumeido.co.jp
info@shiokawakoumeido.co.jp

取扱
品目

吊り鏡、スタンドミラー他、鏡・ガラスの加工、
コレクションケース（オーダー含む）

（株） コヤナギ

〒422-8063 静岡市駿河区馬渕２丁目１６－３３
TEL.054-286-0155  FAX.054-286-0331
koyanagi.takumi@ab.auone-net.jp

取扱
品目

駿河の民芸箪笥、ドレッサー、和家具、
小物家具、家具修理

（株）コスモサウンド

〒162-0803 東京都新宿区赤城下町３０番地 
                   パールモア 一交３Ｆ
TEL.03-3513-0820  FAX.03-3269-2335
cosmo-sound@info-trans.co.jp

取扱
品目

オーディオを楽器へ。
JVC「EX-B１」一体型ウッドコーンシステム

（有） ケンホープ

〒420-0064 静岡市葵区本通７丁目１１番地の１６
TEL.054-254-9311  FAX.054-253-3819
www.kenhope.co.jp
info@kenhope.co.jp

取扱
品目 小物家具

出 展 者
紹 介

（掲載は五十音順　記号はブースNo.）
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（株） 久和屋

〒422-8043 静岡市駿河区中田本町５１－２１
TEL.054-281-0908  FAX.054-283-9018
www.kuwaya.co.jp
info@kuwaya.co.jp

取扱
品目 リビング・ダイニング家具、オーダーキッチン

（株） 吉蔵

〒420-0016 静岡市葵区住吉町２丁目３１番地
TEL.054-252-5243  FAX.054-251-6098
www.kichizo.co.jp
info@kichizo.co.jp

取扱
品目

家庭用家具・厨子・仏壇他、指物家具
特注家具の製作・修理、OEM受注

（株） 神谷家具

〒422-8044 静岡市駿河区西脇１０５０－１
TEL.054-281-5161  FAX.054-286-6560
www.kamiya-kagu.jp
k.kamiya@helen.ocn.ne.jp

取扱
品目 和家具、無垢テーブル



（株） 白井産業

〒426-0053 藤枝市善左衛門１４７１－２
TEL.054-634-3335  FAX.054-634-3332
www.shirai-s.co.jp/
sri@shirai-s.co.jp

取扱
品目 組立式家具、医療・介護用家具、施設向け家具

静岡ツキ板協同組合

〒420-0029 静岡市葵区研屋町21-201
TEL.054-273-3732  FAX.054-273-3734
wbs13216@mail.wbs.ne.jp

取扱
品目

ツキ板・天然木化粧合板及び
これらを使用した製品

静岡商工会

〒420-0016 静岡市葵区住吉町２丁目２番地
TEL.054-254-3605  FAX.054-252-3024
www.shizuoka-shokokai.jp
k-yamamoto21@emobile.ne.jp

取扱
品目

静岡商工会々員事業所1300社のうち
家具・ファブリック・小物雑貨等

静岡県内外広葉樹協同組合

〒425-0052 焼津市田尻２２０３
TEL.054-624-2200  FAX.054-624-0233
info@marudai-ww.co.jp

取扱
品目 世界の広葉樹（家具・内装用材）

（株） 鈴木雅憲商店

〒421-0115 静岡市駿河区みずほ１丁目７－１１
TEL.054-258-1165  FAX.054-258-1173
info@bellwood-furniture.co.jp

取扱
品目 トータル家具、ドレッサー

杉本家具 （株）

〒422-8045 静岡市駿河区西島１３４－１
TEL.054-237-0733  FAX.054-237-7161
www.kagus.net/sugimotokagu
sugimotokagu@tokai.or.jp

取扱
品目 リビング家具、仏壇、ドレッサー、和家具

（株）新陽トレーディング

〒103-0024 東京都中央区日本橋小舟町１３-１０-３F
TEL.03-3660-5200  FAX.03-3660-5201
http://www.shinyou88.com/
kitahara.shinyou@gmail.com

取扱
品目

デンマーク生まれの
寝具ブランド「エムリリー」

新世通商（株）

〒422-8055 静岡市駿河区寿町９番１１号
TEL.054-282-2231  FAX.054-282-2592
www.shinseitsusho.co.jp/
info@shinseitsusho.co.jp

取扱
品目

マルチカバー、ラグ、マット、のれん、
その他インテリア雑貨

（有） 谷口工芸

〒421-0113 静岡市駿河区下川原４丁目２３番１０号
TEL.054-259-6226  FAX.054-257-5082
tanigutikogei.com/
info@tanigutikogei.com

取扱
品目

ドレッサー・チェスト他トータル家具、
耐震家具、特注家具、店舗什器、仏壇、OEM

大伸木工 （株）

〒422-8056 静岡市駿河区津島町７－１６
TEL.054-285-2563  FAX.054-285-2548
daishin-mokou.com/
daishin@crocus.ocn.ne.jp

取扱
品目 デザイナーズドレッサー、デザイナーズ仏壇

全国天然木化粧合単板工業協同組合連合会

〒105-0003 東京都港区西新橋2丁目13番7号 ササキビル
TEL.03-3501-4021  FAX.03-3501-4023
www.zentenren.or.jp/
info@zentenren.or.jp

取扱
品目

ツキ板・天然木化粧合板及び
これらを使用した製品

（有） 関本家具装芸

〒422-8056 静岡市駿河区津島町７-１１
TEL.054-281-4741 FAX.054-284-3390
www.sekimoto.co.jp
master@sekimoto.co.jp

取扱
品目 ドレッサー、古材家具、特注家具

中山家具 （株）

〒421-1222 静岡市葵区産女１２７１－１
TEL.054-278-7190  FAX.054-278-9960
www.iku-3.co.jp
nakayama@iku-3.co.jp

取扱
品目

大理石のテーブル、
無垢材で作ったトータル家具

東海家具工業 （株）

〒426-0009 藤枝市八幡５０８－２
TEL.054-647-1731  FAX.054-647-1730
www.tokaikagu.co.jp
info@tokaikagu.co.jp

取扱
品目 木製家具全般

（有） 手造り家具の金鱗

〒421-0106 静岡市駿河区北丸子２丁目３８番９号
TEL.054-201-2510  FAX.054-259-6313
www.kinrin.co.jp/
info@kinrin.co.jp

取扱
品目

楢・栗・胡桃・山桜・樺・ウォールナット等の
木々を使っています。

ＤＣＳ　ｃｏｒｐ．

〒421-1121 藤枝市岡部町岡部１５５７－１
TEL.054-667-3232  FAX.054-667-3175
www.dcs-corp.com
info@dcs-corp.com

取扱
品目 照明器具全般

（有） 藤原木工

〒422-8064 静岡市駿河区新川２丁目９番地１８
TEL.054-285-1904  FAX.054-284-7057
www.f-fujiwara.co.jp
info@f-fujiwara.co.jp

取扱
品目

マンション・戸建住宅の
高質なリノベーション家具の提案

福井木工所

〒422-8053 静岡市駿河区西中原１丁目８－２４
TEL.054-285-0493  FAX.054-285-9874
www.fukuken-kagu.com
info@fukuken-kagu.com

取扱
品目 箱物、棚物家具

（株）ビッグウッド

〒791-1114 愛媛県松山市井門町７７－１
TEL.089-958-7773  FAX.089-958-1415
www.big-wood.co.jp/
j.ochi@big-wood.co.jp

取扱
品目 フランチャイズ加盟募集

（株） パロン

〒422-8058 静岡市駿河区中原５６９
TEL.054-281-1166  FAX.054-281-8096
www.across.or.jp/paron/

取扱
品目 医療・福祉に関連した什器



（掲載は五十音順　記号はブースNo.）

デザイナーズ
サテライト
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（有） マルイケ

〒420-0064 静岡市葵区本通１０丁目１番２号
TEL.054-255-0417  FAX.054-251-7322
www.sunpunokagu.co.jp
info@sunpunokagu.co.jp

取扱
品目 和家具全

松永家具塗装

〒425-0001 焼津市花沢１０６２－４
TEL.054-628-2821  FAX.054-628-2844
www.kuondream.com
info@kuondream.com

取扱
品目 水屋家具、オーダー家具、小物

（株） 松永家具

〒426-0009 藤枝市八幡７１０
TEL.054-641-2318  FAX.054-644-5136
www.matsunagakagu.co.jp
info@matsunagakagu.co.jp

取扱
品目

TVボード、リビングテーブル、
リビングボード、ダイニングボード、ドレッサー

（株） 古屋家具

〒420-0068 静岡市葵区田町６丁目２８－１
TEL.054-251-4771  FAX.054-253-4540
fk-furuyakagu1@ck.tnc.ne.jp

取扱
品目

総桐タンス、桐製品、民芸タンス、
鎌倉彫、和家具全般

ヤマカ産業 （株）

〒422-8064 静岡市駿河区新川１丁目１４－２３
TEL.054-283-4161  FAX.054-285-2160
www.yamaka.ne.jp
info@yamaka.ne.jp

取扱
品目 小物家具、ダイニング、リビング

（有） 森下木工所・家具屋校倉

〒422-8046 静岡市駿河区中島２８１１番地
TEL.054-286-3203  FAX.054-286-8523
aze-kura.com
sazekura@d4.dion.ne.jp

取扱
品目

ダイニング・リビング家具、ソファ、チェア、
チェスト、ベッド、仏壇、特注家具

（株） マルミヤ

〒422-8076 静岡市駿河区八幡３丁目１４番２８号
TEL.054-282-5500  FAX.054-283-3903
www.marumiya-kagu.co.jp
info@marumiya-kagu.co.jp

取扱
品目 ダイニング・リビング家具

（有） 丸藤

〒421-0115 静岡市駿河区みずほ１丁目２７－７
TEL.054-258-2412  FAX.054-258-2425
marufuji@cy.tnc.ne.jp

取扱
品目 鏡台、ドレッサー、チェスト

遊木舎 西尾（株）

〒426-0007 藤枝市潮１０６－１
TEL.054-641-1305  FAX.054-644-6119
www.yu-bokusha.com/
info@yu-bokusha.com/

取扱
品目

コースターからダイニングセットまで、
暮らしに寄り添う無垢の家具

静岡デザイン専門学校
〒420-0839 静岡市葵区鷹匠２-１９-１５
TEL.054-252-1766 FAX.054-252-1968
www.sdc.ac.jp
washizu@sdc.ac.jp

ユ　シュン ケツ
〒457-0814 愛知県名古屋市南区柴田本通1-14　柴田山田ビル406
TEL.090-6635-7891
www.daido-it.ac.jp
yujunjie2004@126.com

浜尾木工 （株）

〒770-0866 徳島県徳島市末広１丁目１-３７
TEL.088-653-0686  FAX.088-653-7224
hamaomokko@yahoo.co.jp

取扱
品目 ドレッサー、チェスト、ジュエリーボックス

徳島県木竹工業協同組合連合会

（有） 井上木工所

〒771-0201 徳島県板野郡北島町北村字水神原27-3 
TEL.088-698-2816  FAX.088-698-3591

取扱
品目

飾り棚、TVボード、タンス他、室内家具全般。
別誂オーダー家具

徳島県木竹工業協同組合連合会

（有） もりかね商店
徳島県木竹工業協同組合連合会

〒770-0874 徳島県徳島市南沖洲１丁目３-４０
TEL.088-664-0350  FAX.088-664-1919
morikane0350@mc.pikara.ne.jp

取扱
品目

ドレッサー及び
ジュエリーチェスト・キュリオケース他

常葉大学造形学部
〒420-0911 静岡市葵区瀬名1-22-1
TEL.054-263-1125  FAX.054-261-2097
www.tokoha-u.ac.jp
kozu@tokoha-u.ac.jp

駿河の逸品コーナー

しずおか夢デザインコンテスト
〒420-0838 静岡市葵区相生町１－１
TEL.054-247-1160  FAX.054-247-1178
www.shizushin.co.jp
support@shizushin.co.jp

（株）アスカムへ

〒421-0303 榛原郡吉田町片岡356番地の1
TEL.0548-33-0163  FAX.0548-33-0164
www.ascam.net　kozu@tokoha-u.ac.jp

取扱品目

取扱品目

取扱品目

取扱品目

取扱品目

取扱品目

取扱品目

取扱品目

取扱品目

セラミック炭を使った
インテリア及び生活雑貨

ＡＮイスバリ工業と

〒425-0064 焼津市三和688-2
TEL.054-623-5506  FAX.054-623-5522
an123isubari.web.fc2.com/　
an-isubari@vc.tnc.ne.jp

革小物、スツール

Kiyoe unno & 
Ms Couture Wedding

ほ

TEL.090-4089-7886
spmz9369@bell.ocn.ne.jp

アートボード、ペーパーアート、花、
その他のインテリア手造り雑貨

工房リーフは

〒420-0077 静岡市葵区七番町5-14　
TEL.054-254-6767  FAX.054-254-6767

トンボ玉（ガラス細工）、
アクセサリー、ストラップ等

（有）小林工芸り

〒424-0041 静岡市清水区高橋２丁目９-３３
TEL.054-364-0212  FAX.054-364-0241
www.小林工芸.com　
kobayashikougei9@ybb.ne.jp

五重ノ塔

season of flower minaに

〒421-0113 静岡県静岡市駿河区下川原
TEL.090-1298-9426
ameblo.jp/season875/　
season 875875@yahoo.co.jp

プリザーブドフラワーアレンジ、
アクセサリー、花雑貨

第一印刷（株）い

〒420-0949 静岡市葵区与一2丁目10-10
TEL.054-272-1700  FAX.054-272-1824
www.daiichi-printing.com/　
i014@tokai.or.jp

葵紋かみ缶

（株）玉川きこり社ち

〒421-2222 静岡市葵区桂山712-4
TEL.054-292-2730  FAX.054-292-2770
inaca.co.jp/index.html　kicori@inaca.co.jp

ひのきグッズなど

マイブランドろ

〒416-0908 富士市柚木60-5
TEL.080-3283-0985  FAX.0545-32-8178
www.mybrand.jp/　desk@mybrand.jp

学習型の卓上菜園システム、
卓上菜園インテリア



〒422-8047 静岡市駿河区中村町64-2
TEL 054-281-6011　FAX 054-281-2485
http://www.kagamikuhkan.com/index.html

㈲伊部鏡店
〒421-1221 静岡市葵区牧ヶ谷2492
TEL 054-277-2197　FAX 054-276-02158

㈲アトリエ石川

キッズ用家具フレンディー
鏡の専門店です。ダンスホ
ールや玄関などの鏡工事や
業務用の大型鏡や家庭用
の鏡、贈答用の名入れ鏡ま
で幅広く取り揃えておりま
す。また、お客様のご希望の
サイズにぴったりなオーダー
ミラーもお受けいたします。

鏡のことなら何でも御相談ください！

〒422-8056 静岡市駿河区津島町14-3
TEL 054-281-2249　FAX 054-284-7671

石上商店

駿河家具生産団体研究会では、6/13、
14に第39回駿河の家具・インテリア展
（後援：静岡商工会議所）を開催します。
ここでは同団体会員事業所の一部を
紹介します。

インテリア展
特別価格（税込）
3段2,000円 
4段3,300円 
5段3,600円

家具やインテリア小物・雑貨等卸売業主体の当社ですが、駿
河の家具・インテリア展開催中は、小物入れや暖簾などを特
別価格にて小売りいたします。さらに、「商工会議所の広報誌
を見た」と言っていただければ粗品プレゼント！

２日間だけの小売で良いものより安く！

32,000（税込）

キッズ用家具フレンディーのおもちゃ箱です。キャスター付きな
ので移動が簡
単。すべてＲ面
で出来たデザイ
ンなので、安全
性にも考慮され
た家具になって
います。

体 研 究会のご紹介



〒422-8006 静岡市駿河区曲金7-6-15
TEL 054-284-4733　FAX 054-284-4722
http://www.green-koka.com/

中村周平商店　グリーン工花

仏花やアレンジフラワーの事ならお任せ下さい！

〒421-0113 静岡市駿河区下川原4-23-10
TEL 054-259-6226　FAX 054-257-5082
http://tanigutikogei.com/

㈲谷口工芸

MAMORU収納タイプ 90㎝ 19,800円（税込）～

普段お使いの家具が倒れ、「挟まれ怪我をした。逃げ道が無く
なった。」など、多
くの体験談を聞き
ます。家具と天井
とのスペースを無
くす事で対策が
出来ます。御希
望のサイズ、カラ
―など御気軽に
御相談下さい。

地震による家具の転倒、大丈夫ですか？

〒421-0135 静岡市駿河区小坂2176
TEL 054-259-4769　FAX 054-259-4721

オフィスS・A・N・O

〒422-8044 静岡市駿河区西脇1050-1
TEL 054-281-5161　FAX 054-286-6560
http://www.kamiya-kagu.jp

㈱神谷家具

当社では、無垢のテーブルや家具を製作と販売をしています。
昨年開発したからく
り仕掛けの箪笥や
サイドボードは、大
変好評です。最近、
家具の再生・リホー
ムのお問い合わせ
も多く、丁寧な修理
を心掛けています。

405,000（税込）

愛着のある家具は長く使いましょう！

〒424-0025 静岡市清水区飯田町2-5
TEL 054-364-2797　FAX 054-364-2796
http://tenryukagu.co.jp/

㈱天龍家具
〒422-8063 静岡市駿河区馬渕2-16-33
TEL 054-286-0155　FAX 054-286-0331

㈱コヤナギ

186,624円（税込）～

ニッポンに、新しいプレミアムチェアを。頂点に、おすわりくださ
い。あなたは、何
もしなくていいん
です。そのくつろ
ぎは、ゆらぎがく
れる。あなただけ
のザ・ファースト
と、いい時間を。

ファーストクラスのくつろぎを当店でお試しください。

「イベントをしたい！、でも何からしたら良いの？」そんな時こそお
手伝いします。会場の設計・施工はもちろん、各種申請や管
理・運営のお手伝いも承ります。お客様の要望を形にします。

イベントのことなら…ご相談下さい。
水いらずの造花で創る仏壇用・お墓用の仏花やギフト用アレ
ンジフラワー等で一筋30年。今回は人気のコチョウラン鉢仏
花の新商品や人工苔のベアーを使った可愛いアレンジの体
験コーナーも企画しました。

弊社は、小規模ながら、木地製造、
塗装部を備え完成品まで作れる会
社です。末永く使える家具、「駿河の
民芸箪笥」を製造しています。その
技術を家具の修理にも活用しており

ます。どうぞ
宜しく、お願
いします。

◆家具のクリニック◆愛着
のある家具を、末永く…。

事務局

駿 河 家 具 生 産 団  



　　

静
岡
県
商
工
会
議
所
連
合
会
な
ど
経
済
４

団
体
が
主
催
し
、昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目

の
開
催
。自
社
で
入
社
式
を
実
施
し
な
い
企

業
37
社
か
ら
新
入
社
員
93
名
が
参
加
し
ま
し

た
。静
岡
県

副
知
事
、労

働
局
長
か
ら

の
祝
辞
、先

輩
社
員
か
ら

の
激
励
、久

能
山
東
照

宮
落
合
偉

洲
宮
司
の
講

話
な
ど
に
熱

心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し

た
。

　　

第
59
回
静
岡
ま
つ
り
と
連
動
し
、「
日
本
の

ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。博
多
祇
園
山
笠

や
徳
島
阿
波
お
ど
り
な
ど
、全
国
の
勇
壮
な

踊
り
や
山
車
が
、大
御
所
家
康
公
の
も
と
駿

府
に
集
結
し
、パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。雨
に

も
関
わ
ら
ず
、沿
道
は
大
勢
の
観
覧
客
で
埋
め

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　　

第
12
回
清
水
ア
ー
ト・ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
が
、

Ｊ
Ｒ
清
水
駅
み
な
と
口（
東
口
広
場・多
目
的

広
場
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。北
は
北
海
道
か

ら
南
は
熊
本

県
ま
で
、全

国
27
都
道
府

県
よ
り
１
８

０
名
の
ク
ラ

フ
ト
作
家
が

集
結
。ク
ラ

フ
ト
作
家
の

手
作
り
に
よ

る
オ
リ
ジ
ナ

ル
作
品
が
展

示
販
売
さ
れ

ま
し
た
。

　

女
性
会
の
平
成
27
年
度
通
常
総
会
を
市

内
ホ
テ
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。来
賓
に
田
辺

静
岡
市
長
と
福
井
青
年
部
会
長
を
お
迎
え

し
て
ご
挨
拶

を
い
た
だ
い

た
ほ
か
、総

会
後
の
記
念

講
話
で
は
、

静
岡
市
美
術

館
の
田
中
館

長
か
ら「
家

康
公
の
健
康

人
生
」を
テ

ー
マ
に
お
話

い
た
だ
き
ま

し
た
。

　　

産
学
官
連
携
に
よ
る
駿
河
湾
地
域
の
循
環

型
社
会
の
推
進
と
新
事
業
創
出
を
目
的
と
し

た「
駿
河
湾
地
域
事
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」総

会
が
開
催
さ
れ
、事
業
報
告・収
支
決
算
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、平
成
27
年
度
か
ら
は
、

新
産
業
開
発
振
興
機
構
内
の
組
織
と
し
て
事

業
を
継
続
す
る
こ
と
も
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　　

浜
松
城
公
園
で
開
催
し
た
中
間
セ
レ
モ
ニ

ー
で
は
、徳
川
宗
家
第
十
八
代
当
主
の
徳
川

恒
孝
氏
や
静
岡・浜
松・岡
崎
の
３
市
長
か
ら

挨
拶
を
い
た

だ
く
他
、甲

冑
を
ま
と
っ

た
浜
松
徳

川
武
将
隊
に

よ
る
ア
ー
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
や
太
鼓
の

ス
テ
ー
ジ
も

行
わ
れ
ま
し

た
。

写
真
で
見
る
静
岡
商
工
会
議
所
の
動
き

県
中
部
地
区
合
同
入
社
式

清
水
ア
ー
ト・

ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア

駿
河
湾
地
域
事
業
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
総
会

4/23

女
性
会「
通
常
総
会
」

4/23

家
康
公
四
百
年
祭

中
間
セ
レ
モ
ニ
ー

4/25

家
康
公
四
百
年
祭
記
念

「
日
本
の
ま
つ
り
」

・主催者を代表して挨拶する後藤会頭

・今年は、両日ともに天候に恵まれ２日間で２万６千人の来場者で賑わいました。

・総会の冒頭で挨拶する松下充孝会長

・［博多祇園山笠］水法被に締め込み姿の男衆
が御幸通りを駆け抜けた。

・来賓の田辺静岡市長の挨拶を聴くメンバー

・鏡開きをして事業の成功を祈願する出席者

3/304/5

4/18
・19



　

５
月
13
、14
日
に
行
わ
れ
た
囲
碁
の
第
70

期
本
因
坊
戦
第
１
局
静
岡
対
局
に
先
駆
け

て
、家
康
公
四
百
年
祭「
駿
府
家
康
囲
碁
ま

つ
り
」が
５
月
10
日
、ア
イ
セ
ル
21
で
開
か
れ

ま
し
た
。講
演
の
部
で
は「
徳
川
家
康
と
囲

碁
」と
題
し
、静
岡
大
学
名
誉
教
授
徳
川

み
ら
い
学
会
理
事
本
多
隆
成
氏
か
ら
家
康

と
囲
碁
の
関
係
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

囲
碁
の
歴
史
に
お
い
て
多
大
な
功
績
を

上
げ
、現
在
の
隆
盛
に
貢
献
し
た
先
人
を

顕
彰
す
る
制
度
で
、２
０
０
４
年
に
第
１
回

特
別
創
設
記
念
表
彰
が
行
わ
れ
、４
名
が

殿
堂
入
り
し
ま
し
た
。囲
碁
の
家
元
制
度

の
礎
を
築
い
た
一
世
本
因
坊
算
砂
、名
人
碁

所
と
し
て
革
新
的
手
法
を
生
み
出
し
た
四

世
本
因
坊
道
策
、御
城
碁
19
局
全
勝
の
偉

業
を
達
成
し
た
跡
目
本
因
坊
秀
策
と
いっ

た
棋
士
と
並
び
、徳
川
家
康
も
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

増
川
宏
一
氏
の「
碁
」に
よ
る
と
、17
路
盤

が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
紀
元
前
後
の

時
期
が
囲
碁
の
始
ま
り
と
考
え
ら
れ
、発

祥
地
は
中
国
で
す
。７
世
紀
前
半
の「
随
書

倭
国
伝
」に
碁
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
こ

と
か
ら
、日
本
に
伝
来
さ
れ
た
の
は
そ
れ
以

前
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

源
氏
物
語
や
枕
草
子
で
も
碁
の
話
が
書

か
れ
て
い
て
、平
安
時
代
に
は
貴
族
社
会
に

お
い
て
男
女
を
問
わ
ず
囲
碁
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。「
養
老
律
令
」や「
吾
妻

駿
府
家
康
囲
碁
ま
つ
り 

講
演

鏡
」で
は
、囲
碁
は
博
打
で
は
な
く
知
的
な

ゲ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
、そ
の
後
戦
国
時
代
に
な
る
と
、公
家
の

間
で
盛
ん
に
碁
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　　

山
科
言
継
の「
言
継
卿
記
」に
よ
る
と
、

言
継
が
１
５
５
６
年
に
半
年
間
程
駿
府
に

滞
在
し
た
際
、新
光
明
寺
の
住
持
忍
誉
と

碁
を
打
っ
た
こ
と
は
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

家
康
の
こ
と
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。こ
こ

か
ら
推
測
す
る
と
、お
そ
ら
く
家
康
は
碁

を
打
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
欄
柯
堂
棋
話
」に
よ
る
と
家
康
は「
中
年

の
頃
ま
で
碁
を
い
っ
こ
う
に
存
ぜ
ず
」と
の

事
な
の
で
、中
年
に
な
っ
て
碁
を
始
め
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
は
諸
大
名
や
武
将
、公
家
ら
と

頻
繁
に
囲
碁
に
よ
り
交
流
し
、と
く
に
浅
野

長
政
は
好
敵
手
だ
っ
た
よ
う
で
、長
政
が
亡

く
な
っ
て
か
ら
は
碁
を
辞
め
て
し
ま
う
程
、

長
政
と
の
対
戦
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

神
龍
院
梵
舜
の「
舜
旧
記
」で
は
、１
６
１

４
〜
５
年
に
は
囲
碁
の
興
業
と
大
坂
冬
の

陣・夏
の
陣
に
関
係
す
る
記
事
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。最
後
の
戦
い
を
も
っ
て
豊
臣
氏
が

滅
亡
し
、最
終
的
に
徳
川
権
力
が
確
立
し

ま
す
。碁
を
含
め
た
文
化
と
い
う
も
の
は
平

和
な
時
代
が
続
く
か
ど
う
か
で
大
き
く
変

わ
って
き
ま
す
。

　

ま
た
、幕
府
は
１
６
１
２
年
に
碁
打
衆
・

将
棋
指
衆
に
扶
持（
俸
禄
）を
与
え
ま
す
。

こ
れ
は
幕
府
保
護
の
元
に
専
業
者
と
し
て

成
立
し
た
と
い
う
事
で
す
。

　

ま
た
、家
元
四
家
が
徳
川
将
軍
の
御
前

で
対
局
す
る
御
城
碁
を
行
っ
た
こ
と
は
、そ

の
後
の
日
本
の
囲
碁
技
量
向
上
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
囲
碁
の
発
展
に
は
家
康
が

大
き
く
寄
与
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、囲
碁
の

殿
堂
入
り
第
一
号
と
し
て
家
康
を
顕
彰
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
徳
川
家
康
と
囲
碁
」

静
岡
大
学
名
誉
教
授 

徳
川
み
ら
い
学
会
理
事　

本
多
隆
成
氏

囲
碁
の
殿
堂

そ
の
後
の
展
開

囲
碁
の
歴
史

・5/13、14で開催された第70期本因坊戦第1局静岡対
局では、井山裕太本因坊が挑戦者の山下敬吾九段に、
164手で白番中押し勝ちし先勝しました。

家
康
と
囲
碁



　

本
大
会
を
前
に
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
芝
生

広
場
で
昼
の
部
の
交
流
会
を
行
い
ま

し
た
。２
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者

は
、当
所
で
実
施
し
た「
家
康
公
が
築

い
た
ブ
ラ
ン
ド
を
取
戻
す『
余
ハ
此
處
ニ

居
ル
』プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
て
開
発
し
た

お
弁
当
、日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

が
淹
れ
た
静
岡
茶
と
お
菓
子
を
味
わ

い
な
が
ら
、東
嘉
会
の
木
遣
り
や
清
水

芸
妓
に
よ
る
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
中
ホ
ー
ル
で
開
催
し

た
本
大
会
は
、徳
川
み
ら
い
学
会
第
一

回
講
演
会
と
の
併
催
で
、約
１
，２
０
０

名
が
参
加
し
、会
場
は
満
員
と
な
り

ま
し
た
。

　

冒
頭
、大
正
４
年
に
開
催
さ
れ
た

家
康
公
顕
彰
三
百
年
祭
お
よ
び
昭
和

40
年
に
開
催
さ
れ
た
三
百
五
十
年
祭

の
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
後
、田
辺
市
長
、

後
藤
会
頭
が
歓
迎
の
挨
拶
を
行
い
ま

し
た
。

　

続
い
て
、来
賓
と
し
て
山
形
藩・水

野
家
第
十
六
代
当
主 

水
野
忠
俊
様
、

壬
生
藩・鳥
居
家
宗
家
第
十
六
代
当

主
鳥
居
忠
明
様
、忍
藩
・
第
十
六
代

当
主
松
平
忠
昌
様
に
ご
登
壇
い
た
だ

き
、紹
介
い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、徳
川

家
臣
団
の
子
孫
た
ち
で
組
織
さ
れ
て

い
る
６
団
体「
柳
営
会
」、「
牧
之
原
開

拓
幕
臣
子
孫
の
会
」、「
開
洋
丸
子
孫

の
会
」、「
万
延
元
年
遣
米
使
節
子
孫

の
会
」、「
咸
臨
丸
子
孫
の
会
」、「
鳥
居

会
」か
ら
参
加
さ
れ
た
約
１
３
０
名
の

子
孫
の
方
々
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、德
川
宗
家
第
十
八
代
当
主
德

川
恒
孝
氏
は
、「
全
国
か
ら
徳
川
家
に

ゆ
か
り
が
あ
る
多
く
の
人
が
集
ま
り
う

れ
し
く
思
う
」と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、徳
川
み
ら
い
学
会

会
長
、静
岡
県
立
美
術
館
館
長
の
芳

　

世
界
史
上
類
を
見
な
い
２
６
５
年

に
も
及
ぶ
平
和
の
礎
を
築
い
た
徳
川

家
康
公
が
薨
去
さ
れ
て
か
ら
四
百
年
。

「
家
康
公
の
愛
し
た
ま
ち 

静
岡
」に
お

い
て
、江
戸
時
代
の
徳
川
家
を
十
五

代
に
わ
た
り
支
え
続
け
た
旧
幕
臣
の

子
孫
ら
が
一
堂
に
集
ま
り
、戦
い
の
な

い
社
会
を
築
い
た
神
君
・
徳
川
家
康
公

を
称
え
る「
平
成
の
徳
川
家
臣
団
大

会
２
０
１
５
ｉ
ｎ
駿
府
」を
開
催
し
ま

し
た（
主
催
：
徳
川
家
康
公
顕
彰
四
百

年
記
念
事
業
静
岡
部
会
事
業
実
施

本
部
／
共
催
：
静
岡
商
工
会
議
所
・

静
岡
市
・
徳
川
み
ら
い
学
会
・
日
本
経

済
新
聞
社
・
静
岡
放
送
）。

　

４
月
16
日
に
は
、本
大
会
の
ほ
か
昼

と
夜
の
部
の
三
部
構
成
で
、ま
た
翌
日

の
４
月
17
日
に
は
徳
川
家
康
公
の
命

日
に
合
わ
せ
た
家
康
公「
お
墓
参
り
ツ

ア
ー
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
大
会
は
全
国
か
ら
徳
川
家
臣
団

の
子
孫
の
方
々
が
集
ま
る
ほ
か
、多
く

の
歴
史
フ
ァ
ン
も
詰
め
か
け
、大
変
な

盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

徳
川
家
臣
団
の
子
孫
た
ち
が
全
国
か
ら
参
集
！

平
成
の〝
徳
川
家
臣
団
大
会
〞ｉ
ｎ
駿
府 

を
開
催

・大名の子孫ご紹介

・東嘉会による静岡木遣りの披露

・徳川みらい学会 
　芳賀会長の基調講演

交
流
会
﹇
昼
の
部
﹈

本
大
会

ヨ　
　

コ　

コ

ヲ



い
ま
し
た
。ま
ず
、静
岡
市
出
身
の
講

談
師
の
田
辺
鶴
遊
氏
が
、「
講
談
入
門

者
は
最
初
に『
三
方
原
軍
記
』を
覚
え

る
こ
と
か
ら
、徳
川
家
と
関
わ
り
が
深

い
」と
述
べ
、実
際
に
講
談
を
披
露
。

　

同
じ
く
静
岡
市
出
身
の
歴
史
小
説

家
の
植
松
三
十
里
氏
は「
家
康
公
は
身

内
に
厳
し
く
、家
臣
を
大
事
に
し
た
こ

と
か
ら
、家
臣
団
は
結
束
し
て
太
平
の

世
作
り
に
尽
力
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　

次
い
で
、作
家
、古
武
術
研
究
家
の

多
田
容
子
氏
は「
徳
川
家
の
剣
術
指

南
役
は
柳
生
一
族
で
あ
り
、『
殺
さ
な

い
剣
』を
標
榜
し
た
と
こ
ろ
か
ら
も
平

和
へ
の
想
い
が
う
か
が
え
る
」と
述
べ
、

実
際
に
柳
生
新
陰
流
の
実
演
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
終
了
後
の
夜
の
交
流
会

は
、浮
月
楼
で
開
催
し
ま
し
た
。家
臣

団
の
子
孫
ほ
か
２
０
０
名
を
超
え
る

参
加
者
は
、静
岡
産
の
食
材
等
を
使
っ

た
料
理
を
堪
能
し
な
が
ら
、徳
川
家

臣
団
の
功
績
に
つ
い
て
和
や
か
に
懇
談

し
ま
し
た
。ま
た
、最
後
に
は
、庭
園
に

て
慶
喜
公
も
楽
し
ん
だ
と
言
わ
れ
る

打
上
げ
花
火
を
再
現
し
、大
会
を
彩

り
ま
し
た
。

　

翌
日
、４
月
17
日
の
徳
川
家
康
公
の

命
日
に
は
、観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド「
駿
府
ウ
エ
イ
ブ
」の
ガ
イ
ド
に
よ

り
、22
名
の
参
加
者
で
お
墓
参
り
ツ
ア

ー
を
実
施
し
ま
し
た
。駿
府
城
公
園

「
東
御
門
」、「
巽
櫓
」、世
界
文
化
遺

産
の
構
成
資
産「
三
保
松
原
」の
見
学

の
後
、今
回
の
ツ
ア
ー
の
目
的
で
あ
る

久
能
山
東
照
宮
で
は
、家
康
公
が
今

も
眠
る「
神
廟
」を
参
拝
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
プ
レ
大
会
に
引
き
続
き
、四

百
年
を
迎
え
た
今
大
会
も
全
国
か
ら

多
数
の
家
臣
の
子
孫
や
歴
史
フ
ァ
ン
が

集
ま
り
、大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見

せ
る
な
ど
、家
康
公
の
功
績
を
全
国
に

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
文
責
：
経
営
支
援
課
）

賀
徹
氏
に
、「
徳
川
か
ら
明
治
日
本
へ

〜
そ
の
連
続
、飛
躍
と
し
て
の
岩
倉
使

節
団
」と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
「
明
治
新
政
府
に
よ
っ
て
欧
米
に
派

遣
さ
れ
た
岩
倉
使
節
団
に
は
多
く
の

旧
幕
臣
が
名
を
連
ね
て
お
り
、日
本
の

近
代
化
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
」と
語
り
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
歴

史
読
本
」編
集
長
の
石
井
久
恵
氏
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、３
名
の
パ
ネ
リ
ス

ト
が
、「
家
康
公
を
支
え
た
家
臣
た

ち
」を
テ
ー
マ
に
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョン
を
行

・今も家康公が眠る「神廟」前でガイドから説明を受ける参加者

・家臣団の功績について和やかに懇談しました。

・「家康公を支えた家臣たち」について話すパネリストたち

交
流
会
﹇
夜
の
部
﹈

お
墓
参
り
ツ
ア
ー

〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〉

「
歴
史
読
本
」編
集
長

石
井 

久
恵
氏

〈
パ
ネ
リ
ス
ト
〉静

岡
市
出
身
の
歴
史
小
説
家

植
松 

三
十
里
氏

静
岡
市
育
ち
の
講
談
師

田
辺 

鶴
遊
氏

作
家
、古
武
術
研
究
家

多
田 

容
子
氏



家康公四百年祭記念プレミアム付商品券事業実行委員会

商品券利用可能店舗は
専用ホームページで随時更新中！

久能山東照宮博物館所蔵
東照大権現像（徳川家康公）

　静岡市内の登録店舗で使える２０％のプレミアムが付いた商品券が７月１日から発売されます。
　当会議所や市内商工会をはじめとする経済団体・商店会連盟・大型店・消費者・行政の代表者らで構成
された実行委員会により、静岡市内の消費喚起と好循環拡大を目的に『家康公四百年祭記念プレミアム付
商品券』を発行し、『家康公四百年祭』とともに静岡市内を盛り上げるために実施する事業です。
　この商品券は、1,000円の商品券12枚綴り（合計12,000円分）を１万円で購入できる20％お得な商品券
で、総額23億４千万円分（19万５千冊）発行予定です。取扱店舗は、事前登録制で、４月２８日から市内の小
売業・飲食店・サービス業などの参加店を募集しており、
２,０００店舗の登録を見込んでいます。
　５月１８日には当商品券発売の記者会見が行われ、商
品券の購入申込受付が始まりました。応募多数の場合
は抽選を行い、当選者は７月１日～10月31日の４ヶ月間、
登録された店舗で商品券が利用できます。
１口３冊までで、一人３口まで応募可能です。
皆様、ぜひご利用ください。
なお、引続き参加店舗の募集をしておりますので、どうぞ
お申込みください。

家康公四百年祭記念プレミアム付商品券
参加店募集中・一般購入希望受付開始

▲商品券発売を告知する記者会見

購入申込受付中購入申込受付中！購入申込受付中購入申込受付中！購入申込受付中！



中小企業診断士
IＴコーディネータ
静岡商工会議所・情報化専門相談員

松本眞由美 さん

誌 上

経営
相　談

検
索
さ
れ
や
す
い
キ
ー
ワ
ー
ド
を
設
定
す
る
。更
新
頻
度
を
増
や
す
。

お
客
様
の
背
中
を
押
す
。良
質
な
リ
ン
ク
。ス
マ
ホ
で
見
や
す
く
。

当
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、会
社
や
商
品
の
紹
介
だ
け
で
な
く
、営
業
に

役
立
つ
も
の
に
す
る
に
は
、ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

回 答

POINT営
業
力
の
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

静
岡
商
工
会
議
所
で
は
毎
月
、Ｉ
Ｔ・情
報
化

相
談（
無
料
）に
応
じ
て
い
ま
す
。ご
希
望
の
方

は
、中
小
企
業
相
談
所

静
岡
支
所　

電
話
０
５
４‐

２
５
３‐

５
１
１
３

へ
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
ど
ん
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で

　

検
索
さ
れ
た
い
？

　

消
費
者
の
購
買
行
動
の
ス
テ
ッ
プ
は
、Ａ（
注

意
）↓
Ｉ（
興
味
）↓
Ｄ（
欲
望
）↓
Ｍ（
記
憶
）↓

Ａ（
行
動
）。そ
う
言
わ
れ
た
の
は
ネ
ッ
ト
以
前
。

今
で
は「
記
憶
」し
な
く
て
も
、そ
の
時
そ
の
時

で「
検
索
」す
る
の
が
当
た
り
前
に
な
り
ま
し

た
。設
定
次
第
で
検
索
結
果
に
大
き
く
差
が
出

る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
営
業
力
を
左

右
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
口
コ
ミ
」の
大
事
な
要
素
で

も
あ
り
ま
す
か
ら
、今
ど
ん
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で

検
索
さ
れ
て
い
る
の
か
、「
Ｇｏｏｇ
ｌｅ
ア
ナ
リ

テ
ィ
ク
ス
」、「
Ｇｏｏｇ
ｌｅ
ウ
ェ
ブ
マ
ス
タ
ー
ツ
ー

ル
」等
で
、チ
ェッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。ポ
イ
ン
ト
は

「
お
客
様
視
点
で
あ
る
こ
と
」、「
季
節
等
で
の
変

更
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
」で
す
。

②
更
新
頻
度
ア
ッ
プ
で

　

最
新
情
報
を
提
供

　

平
成
23
年
に
公
表
さ
れ
た
総
務
省
の
調
査

で
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
流
通
し
て
い
る
情

報
量
は
、平
成
13
年
と
比
べ
て
70
倍
以
上
に
増

加
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、消
費
し
て
い
る
情

報
量
は
多
く
て
も
３
倍
程
度
と
か
。残
念
な
が

ら
流
通
す
る
多
く
の
情
報
は
、記
憶
さ
れ
る
こ

と
な
く
去
って
い
く
よ
う
で
す
。こ
の
よ
う
な
状

況
の
今
、お
客
様
の
役
に
立
つ
、ぜ
ひ
お
す
す
め

し
た
い
自
社
や
商
品
の
存
在
を
伝
え
続
け
る
の

は
、会
社
の
使
命
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

旅
好
き
の
方
に
は
季
節
の
旅
の
風
情
を
、お
い

し
い
も
の
に
目
が
な
い
方
に
は
旬
の
食
材
を
。頻

繁
な
情
報
発
信
は
強
引
す
ぎ
て
お
客
様
に
嫌

わ
れ
る
の
で
は
？
と
悩
む
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ

う
で
す
が
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
小
説
で
は
な
く
、い

つ
ま
で
も
続
く
お
客
様
への
お
便
り
。画
面
の
向

こ
う
の
お
客
様
を
思
い
な
が
ら
、伝
え
て
喜
ば
れ

る
情
報
を
こ
ま
め
に
提
供
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

③
お
客
様
の
背
中
を
押
し
て
！

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
も
ら
っ
た
ら
、次
に
、お

客
様
に
ど
ん
な
ア
ク
シ
ョン
を
と
っ
て
い
た
だ
き

た
い
の
か
、誘
導
す
る
流
れ
を
忘
れ
ず
に
明
記

し
た
い
で
す
ね
。

　

実
際
の
営
業
活
動
や
店
舗
で
の
接
客
と
同

じ
よ
う
に
、「
お
見
積
も
り
は
コ
チ
ラ
か
ら
」、

「
ご
注
文
は
コ
チ
ラ
か
ら
」、「
お
問
い
合
わ
せ
は

お
電
話
で
」、「
メ
ー
ル
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
」、「
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
は
コ
チ
ラ
」、

「
担
当
は
○
○
で
す
」、「
営
業
時
間
中
は
い
つ

で
も
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
」、「
商
品
展
示

は
コ
チ
ラ
の
場
所
へ
」等
々
、お
も
て
な
し
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
紹
介
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
、特
に
初
め

て
の
お
客
様
の
心
理
的
な
敷
居
を
下
げ
る
工

夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

④
リ
ン
ク
〜

　

顔
の
見
え
る
大
事
な
つ
な
が
り

　

度
重
な
る
Ｇｏｏｇ
ｌｅ
側
の
仕
様
変
更
で
、リ

ン
ク
し
て
い
る
数
は
問
題
で
は
な
く
な
り
ま
し

た
。リ
ア
ル
な
人
間
関
係
と
同
じ
で
、た
だ
顔
見

知
り
が
多
い
だ
け
で
な
く
、良
い
友
達（
Ｈ
Ｐ
）を

持
っ
て
い
る
な
ら
、良
い
人（
Ｈ
Ｐ
）と
判
断
さ
れ

る
と
で
も
い
い
ま
し
ょ
う
か
？
公
的
機
関
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
と
の
リ
ン
ク
も
お
す
す
め
で
す
。

⑤
モ
バ
イ
ル
フ
レ
ン
ド
リ
ー

　

Ｇｏｏｇ
ｌｅ
は
、今
年
４
月
か
ら
ス
マ
ホ
対
応

サ
イ
ト
を
検
索
結
果
で
優
遇
す
る
と
発
表
し

ま
し
た
。日
本
で
は
５
割
程
度
の
普
及
率
の
ス

マ
ホ
で
す
が
、海
外
で
は
７
〜
９
割
と
圧
倒
的

な
普
及
率
で
、ス
マ
ホ
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
正
し

く
見
え
る
か
、操
作
に
手
間
取
ら
な
い
か
と
いっ

た
こ
と
は
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
と
判
断
さ
れ
ま

す
。ぜ
ひ「
モ
バ
イ
ル
フ
レ
ン
ド
リ
ー
テ
ス
ト
」で

チ
ェッ
ク
し
て
、早
め
に
修
正
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

流
れ
る
情
報
の
渦
の
中
で
、き
ら
り
と
光
る

ホ
ー
ムペ
ー
ジ
を
つ
く
る
た
め
に
、こ
れ
だ
け
は
押

さ
え
た
い
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り
。



　

弊
社
は
、１
９
７
３
年
に
無
料
求
人

情
報
誌
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ（
ド
ー
モ
）の
発
行
で

静
岡
市
に
て
創
業
し
た
会
社
で
す
。

　

弊
社
運
営
の
転
職
サ
イ
ト
Ｊ
Ｏ
Ｂ

（
ジ
ョ
ブ
）に
ち
な
ん
で「
グ
ッ
ド
Ｊ
Ｏ
Ｂ

賞
」と
い
う
企
画
で
エ
ス
パ
ル
ス
を
応
援

さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
「
グ
ッ
ド
Ｊ
Ｏ
Ｂ
賞
」と
は
、サ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
さ
ん
の
投
票
で「
い
い
仕
事
を

し
た
選
手
」を
選
び
、総
合
１
位
の
年
間

ベ
ス
ト
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
１
０
０
万
円
を
贈

呈
す
る
企
画
！
ぜ
ひ
、い
い
仕
事
・い
い
プ

レ
ー
を
た
く
さ
ん
見
せ
て
も
ら
え
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
！

清
水
エ
ス
パ
ル
ス
の
10
番
を
背
負
う

　

海
外
で
プ
レ
ー
す

る
の
が
夢
で
、８
カ

月
間
で
し
た
が
、デ
ュ

ッ
セ
ル
ド
ル
フ
で
、球

際
や
サ
ッ
カ
ー
に
対

す
る
情
熱
の
す
ご
さ

を
経
験
し
ま
し
た
。

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
、

ま
た
海
外
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
す

が
、今
は
エ
ス
パ
ル
ス
で
、し
っ
か
り
結
果
を
残
し
た
い
で
す
。

　

僕
が
点
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、勝
利
が
近
づ
く
と
思
う

し
、そ
れ
を
み
ん
な
が
望
ん
で
い
る
と
思
う
の
で
、貪
欲
に
ゴ

ー
ル
を
狙
っ
て
い
き
ま
す
。全
て
の
試
合
に
出
て
、全
て
の
試

合
に
勝
ち
た
い
と
思
っ
て
や
っ
て
い
る
の
で
、連
戦
も
苦
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。10
番
を
付
け
て
い
る
喜
び
を
毎
試
合
、感
じ

て
や
れ
て
い
る
し
、早
く「
清
水
の
10
番
は
大
前
」と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
は
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
い
な
い
時
間
の
ほ
う
が
多
い

の
で
、そ
う
い
う
と
き
に
、良
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
か
で
、

点
を
取
れ
る
か
が
決
ま
っ
て
き
ま
す
。体
格
も
そ
れ
ほ
ど
大

き
い
わ
け
で
は
な
く
、そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
賢
く
や
る
の
が
僕

の
プ
レ
ー
で
す
。

　

出
場
し
て
い
る
選
手
の
特
徴
を
引
き
出
せ
る
よ
う
に
サ
ポ

ー
ト
し
な
が
ら
、逆
に
そ
の
選
手
の
得
意
な
プ
レ
ー
で
僕
個

人
も
活
か
さ
れ
た
い
の
で
、出
場
し
て
い
る
選
手
に
し
っ
か
り

あ
わ
せ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

　

本
田
選
手
が
怪
我
で
出
場
し
な
い
と
き
は
、キ
ャ
プ
テ
ン

を
や
る
時
も
あ
り
、い
ろ
い
ろ
な
面
で
チ
ー
ム
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
い

く
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。流
れ
が
悪
い
時
間
帯
に
し
っ
か

り
声
を
か
け
て
チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
る
の
も
大
事
で
す
が
、

プ
レ
ー
で
チ
ー
ム
を
ひ
っ
ぱ
れ
る
よ
う
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
は
、誰
か
を
喜
ば
す
た
め
に
や
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。エ
ス
パ
ル
ス
を
応
援
し
て
く
れ
る
皆
様
が
い
て
こ
そ
、僕

た
ち
の
仕
事
は
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
、応
援
し
て
く
れ
る

人
た
ち
を
喜
ば
せ
る
た
め
に
、僕
た
ち
は
で
き
る
か
ぎ
り
が
ん

ば
っ
て
、最
高
の
プ
レ
ー
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。皆
様
に

も
、僕
た
ち
の
こ
と
を
で
き
る
か
ぎ
り
応
援
し
て
も
ら
え
た

ら
、う
れ
し
い
で
す
。

（
５
月
７
日
取
材
）

★
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
８
９
年
12
月
10
日
、神
奈
川
県
横
浜
市
生
ま
れ
。流

通
経
済
大
学
柏
高
校
を
卒
業
後
、２
０
０
８
年
、清
水
エ
ス

パ
ル
ス
に
加
入
。２
０
１
１
年
、ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
に

定
着
。２
０
１
２
年
、ド
イ
ツ・ブ
ン
デ
ス
リ
ー
ガ
の
デ
ュッ
セ

ル
ド
ル
フ
に
移
籍
。８
カ
月
後
、清
水
エ
ス
パ
ル
ス
に
復
帰
。

今
季
は
第
12
節
で
得
点
ラ
ン
キ
ン
グ
５
位
。

お
お
ま
え
げ
ん 

き

10

大
前
元
紀 

選
手

FW

オーレ！
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静岡市葵区常磐町2-13-1 住友生命静岡常磐町ビル8F
TEL054-653-3383　 http://www.atimes.co.jp

㈱
ア
ル
バ
イ
ト
タ
イ
ム
ス

選
手
た
ち
の「
グ
ッ
ド
Ｊ
Ｏ
Ｂ
」に

期
待
し
て
い
ま
す
！



只今、会員募集キャンペーン展開中！ 新会員をご紹介下さい。ご紹介いただいた方に、
もれなく図書カードをプレゼント致します。

代表者名 所　在　地 事業内容

小林　之孝

財前　盾次

海野　勝人

渡辺　匡史

佐藤　由美子

海野　佳世子

甲斐　章

大村　浩愉樹

遠藤　雅雄

北村　亙

望月　寿子

岩田　一幸

水野　一保

金子　武

小川　久夫

橋本　洋明

望月　清

望月　拓己

鈴木　久樹

栗田　朋典

伊藤　廣孝

髙久保　康志

土屋　明美

青柳　祐司

宮城島　昌典

狩野　敦

山﨑　眞一郎

加藤　広幸

吉川　正明

多々良　直樹

大石　康晴

宮原　大輔

山本　史朗

杉山　昭徳

本多　恵

前嶋　陽扶

松波　岩徳

田中　剛

永野　新

池ヶ谷　健

木製品、家具製造

ビルクリーニング業務・メンテナンス業務・セキュリティ業務等

建設・不動産業

清掃業

ヨガ・エアロビックインストラクター

損害保険代理業、生命保険募集

管工事業

内装工事、内装商品販売

建物内装工事業

土木・建設機械賃貸

糖質制限食品、水、健康食品、化粧品販売

土地家屋調査士

自動車部品プレス加工、プレス金型製作

不動産賃貸業

外溝工事

配管工事業

ダクト製造取付工事

カイロプラクティック

屋根工事

水道工事業

土木工事、とび・大工工事、舗装工事、管工事

大工工事業

フラメンコ教室

中古自動車販売

漁業協同組合

植物工場、施設園芸技術開発・指導

学習塾、通信教育、家庭教師

建築塗装

経営コンサルタント業

立体アート、絵本製作

情報処理システムの開発・運営・設計

ホームページ制作、インターネット広告代理店

油脂・油糧・食品材料・化成品・厨房関連商品販売

食品卸組合

木製品、家具製造

介護事業

飲食店、うどん、天ぷら

居酒屋

ユニットバス施工

ユニットバス施工

静岡市葵区牧ヶ谷172-2

静岡市葵区春日2-11-21 テルウェル春日ビル

静岡市駿河区広野3-19-31

静岡市葵区岳美1-15-24

静岡市駿河区中島3258 パークホームズ壱番館308号

静岡市葵区清閑町10-1 レジデンス水鳥105

静岡市駿河区丸子5541-46

静岡市葵区伊呂波町5-9

静岡市駿河区南安倍3-17-20

静岡市駿河区大坪町2-26

静岡市駿河区小鹿429-1

静岡市葵区安東3-17-31

静岡市清水区草薙杉道1-2-16

静岡市清水区八千代町9-21

静岡市清水区船越東町205-4

静岡市清水区北脇新田307

静岡市清水区但沼町461

静岡市清水区秋吉町6-17

静岡市清水区蜂ケ谷162-8

静岡市清水区横砂中町21-21

静岡市清水区高橋1-15-13

静岡市清水区八坂南町6-13

静岡市清水区江尻町2-16

静岡市清水区八木間町1898

静岡市清水区島崎町149-40

静岡市清水区相生町6-17 静岡市清水産業・情報プラザ606号

静岡市葵区鷹匠3-14-16 コハラビル6F

静岡市駿河区広野2-18-18 -102

静岡市駿河区中田4-2-6 あっとわん飛翔2F

静岡市葵区千代田5-7-25－10

静岡市清水区相生町6-17 静岡市清水産業・情報プラザ611

静岡市葵区七間町7-8 セブンセンタービル605

東京都中央区新川1-17-25 東茅場町有楽ビル4階

静岡市葵区流通センター1-1

静岡市葵区牧ケ谷172-7

静岡市駿河区南町5-21

静岡市清水区高橋4-17-13 立花ビル1F

静岡市葵区両替町2-7-16

静岡市清水区草薙220-34

静岡市清水区西久保430-17

事業所名

小林木工

ビューテック東海㈱ 静岡支店

㈱ＵＮＮＯ十番

おそうじ本舗 静岡宮竹店

佐藤　由美子

㈱ＴＫＭ

甲斐設備

㈱フォーティーグリーン

㈲エンドープランニング

太陽建機レンタル㈱

ビラ・サンテ㈱

土地家屋調査士法人ラック合同事務所

㈱ミズノテック

金子　武

ａｔ・Ｗｏｒｋ ＯＧＡＷＡ

㈱橋本プラントサービス

㈲望月ダクト工業

カイロプラクティック拓

鈴木瓦工事店

栗田配管

㈱テイ・アイ・ピー

髙久保　康志

アーボンハウス フラメンコスタジオ

Ｃａｒ Ｓｈｏｐ ＴＡＣＴ

清水漁業協同組合

㈱ダブルエム

㈱ＧＡＫＵＳＨＯＵ

ＫＡＴＯＨ

㈱イワサキ経営

多々良　直樹

ＡＡＬＴ（株）

グロスウィズ㈱ 静岡営業所

㈱幸商事

しずおか市場発展協同組合

アート工房フリーダム

㈱いきいき倶楽部

げんき

食彩いろいろあんばい

Ｎ ｓｔｙｌｅ

ケイ・アイ・エス

新 会 員 ご 紹 介 平成２7年3月1日～4月30日の間でご加入された事業所です。
（順不同・敬称略）※掲載希望事業所のみ  



〒421-1213
静岡市葵区山崎2丁目35-33
TEL：054-277-2525/FAX：054-277-2526
MAIL：info.haratax@gmail.com

原耕司税理士事務所は『P（PLAN）-D（DO）-C（CHECK）-A（ACTION）サイクル』による
経営の向上を目指すお客様を全力でサポートします。

～継続して繁栄する会社を目指す～

（弥生シリーズの便利な点）
◎手書きの帳簿類に書き込む感覚
で入力可能。
◎シリーズ間でデータ連動可能。等
◆ご依頼いただければ、当事務所
が初期設定を代行（有料）。
決められた入力方法で入力すれば
簡単に経理処理を行えます。

弥生製品購入をご検討中の方へ、事前に製品に触れていただき、予めその使用感を知って頂くセミナーとなっております。
お一人様1台のパソコンを使用。無料で受講できますので、ご検討中の方はぜひご受講ください。
※平成26年12月開催セミナーより、最新版「弥生15シリーズ」でのセミナー開催となります。

“かんたん”“やさしい”“いちばん売れている”弥生シリーズで会社経理をもっと楽しく 新消費税（8％）にも対応！

当事務所は
『経営革新等支援機関』です！

弥生＂15＂シリーズ 無料体験教室 開催中

◆各種ソフトのご注文も承ります◆

既にソ
フト購入

済の方
へ

WEB：http://www.tax.io/　又は

TEL：054-277-2525/F
MAIL：info.haratax@gmail.com

～継続して繁栄する会社を目指す～
当事務所は
『経営革新等支援機関』です！会社〈経営〉を会社《継栄》に

自社の現状や課題を見つける／業績向上を目指す／経営の向上を図る
【単年経営計画作成】　1年間の経営計画を、売上・経費毎に作成します。
【中期五ヵ年経営計画作成】　5カ年の経営計画を、資金繰り等含め作成します。
随時開催　　料金：32,400円～　　お申込み・お問い合せはお電話でお気軽にどうぞ。

原耕司税理士事務所 検　索
↑↑

ソフト購
入

御検討
中の方

へ

弥生14シリーズの初期設定や日常処理の操作方法、また便利な使い方を解説するセミナー（有料）や、お客様の経理状態に合わせた個別指
導も行っております。お申込み、お問い合せは当事務所HPを御覧ください。お電話でも受け付けております。お気軽にお問い合わせください。

弥生会計
セミナー種別

弥生販売

弥生給与

日　程

両日とも13：30～15：00
時　間

15：15～16：45

15：15～16：45

料金その他
料金：無料
対象：製品ご購入前の方
会場：当事務所1Fセミナールーム
内容：お一人様1台のパソコンを使用。

実際に弥生ソフトの操作感を体験
していただきます。

6月3日㈬

6月3日㈬

7月8日㈬

7月8日㈬

無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

6月17日㈬ 14：00～
TEL054-353-3401
6月23日㈫ 13：30～
TEL054-253-5113

商工会議所 清水事務所
　
商工会議所 静岡事務所

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482

土日祝特別企画

平日特別企画 （昼食付）

セルフラウンド1,000円分食事券付
7月 4・11・12・18・20・25日
8月 1・8・15・22・29・30日

￥6,225 
セルフラウンド（3～4名）

￥9,770 
（3～4名）

7月 1・3・7・8・9・14・15・24・28・29日
8月 4・5・7・18・19・21日

平日特別Ｄａｙ （昼食付）
セルフラウンド（3～4名） ￥5,790 7月31日・8月28日

日本平ゴルフクラブ日本平ゴルフクラブ
TEL054TEL054-334334-23812381
日本平ゴルフクラブ
TEL054-334-2381



健康食エンターテイ
メント「駿河湾レシピ」

ホテルシェフと専門医がつくっ
た低糖ロールケーキ「いとをか
し」静岡定番セット（苺、お茶、
みかん各２）を楽しむ懇親会は
いかが？脅威の低カロリー低糖
質で驚きのフルコース。開発秘
話も聞けるので、食や健康に
関心のある企業様にお薦め。
詳しくはウェブで。駿河湾レシピディナー 4,860円（税込）

名物 「江尻宿シャツ」
“粋”と“いなせ”と“おしゃれ”と“着ごこち”の江尻宿シャツ。綿

100％で日本（清水）製です。「白かすり綿ちり
めん」(左)と「刺し子」
(右)。各14,800円
（税抜）で販売して
います。江尻宿シャ
ツは数量限定です
が、沢山の種類があ
ります。是非お問合
せ下さい。648,000円（税込）

わが社自慢の商品・サービス静岡商工会議所会員
商品・サービス 紹介コーナー

〒420-0031 静岡市静岡市葵区呉服町2丁目5-3 E-1ビル2F(市
役所むかい)
TEL＆FAX  054-273-6139

ターヴォラ カルダ プレゴ・ドゥエ

〒424-0816 静岡市清水区真砂町3-27
TEL 054-366-7101　FAX 054-363-1231
http://www.hotelquest.co.jp

ホテルクエスト清水
〒420‐0031 静岡市葵区呉服町2丁目7-10 静岡銀行呉服町支店の並び
TEL＆FAX 054-273-7522
http://www.selectshop-soul.com

Select shop SOUL

３人のプロフェッショナルが１つの店に集結！

マッスルスーツを販売開始しました。
物流・介護・農業他 高齢者・女性向けに腰の負担を１/３に軽

減するマッスルス
ーツの取扱いを
開始しました。デ
モ機を用意し、ス
タッフと共にご説
明にあがります。
お気軽に連絡を
して下さい。

デイサービスまぶちの家。
平成２７年４月にオープンしました。針灸、指圧、マッサージによ

るボディケア。カ
ラオケでストレス
発散。癒しのくつ
ろぎスペースでリ
ラックス。地下水
を利用した入浴。
無料のお試し体
験実施中。問合
せ、ご見学ＯＫ。

〒424-0053 静岡市清水区渋川3-11-14
TEL 054-348-1126　FAX 054-348-0113
http://www.horiya-co.com

堀谷㈱

〒422-8066 静岡市駿河区泉町5-27
TEL 054-287-4878　FAX 054-287-4933
http://www.highest-mt.co.jp

㈱ハイエスト

〒424-0818 静岡市清水区江尻町4-1
TEL 054-366-2525　FAX 054-364-5341
http://www.ayakariya.jp/

セブンエビスあやかりや

お気軽居酒屋食堂デス

・洋服部門≪ドレス・カジュアル・服飾雑貨の販売≫・ジュエリー
部門≪アクセサリ
ーの制作及び販
売≫・占い部門≪
鑑定・風水グッズ
の販売≫を受け
もっております。
興味をお持ちの
方、是非お立ち
寄り下さい♪

おすすめパスタランチ1,400円

インターナショナルで季節色豊かなメニューとビール、ワイン、お
好みのカクテルなど
を御用意。気安く気
軽に飲んで食べて
談笑し、ああ楽しかっ
たというひとときをお
過ごしいただければ
幸いです。昼：12時
～15時、夜：18時～
23時、不定休。



当商工会議所が事務局の徳川家康公顕彰四百年記念事業推進委員会では、
家康公四百年祭を推進する事業や商品に家康公四百年祭のシンボルマークを
活用いただいています。ここではその一部をご紹介いたします。
家康公四百年祭の概要やシンボルマークの使用申請等については、家康公四百
年祭HP（http://www.ieyasu400.com）をご覧ください。

［問合せ先］ 静岡商工会議所 家康公四百年祭推進室 （TEL：253-5111）

事務局の徳川家康公顕彰四百年記念事業推進委員会では、
推進する事業や商品に家康公四百年祭のシンボルマークを
ます ここではその 部をご紹介いたします

TEL.054-245-2365
東海製菓㈱

土産菓子「お茶とろろまんじゅう」「駿
府饅頭」「富士山静岡茶カスタード
ケーキ駿府」「駿府酒むし饅頭」他

半生そば「家康公400年祭 茶そば」、
梅入り 純金茶、和菓子「家康カステ
ラまんじゅう」他

ホテルシェフと専門医がつくった
低糖ロールケーキ「いとをかし」
静岡定番セット（苺、お茶、みかん各２）

久能山東照宮宮司様命名「家康公狩場御
膳」は鯛の天婦羅がメイン。「家康公狩場
弁当」「家康公狩場味噌」「鯛めし」他

TEL.054-364-4670
㈲秋月堂

TEL.054-254-8088
㈲望月茶飴本舗

TEL.054-282-9118
㈱一富士製菓

銘菓「駿府城最中」家康公伝説いちごブッセ

http://www.sapporobeer.jp/
サッポロビール㈱

葵きんつば羊かん、葵だいだい
羊かん、茶寿飴

TEL.054-354-1138
㈱なすび

一富士二鷹三なすび弁当、富士鷹な
すびの一本漬け、茄子の花 無庵 家
康公顕彰四百年記念「葵コース」他

TEL.054-335-1131
㈱日本平ホテル

徳川家康公顕彰四百年記念特別
料理〈ゆかり膳・大御所会席〉

TEL.054-259-8018
㈱磯駒海苔

TEL.054-388-2341
㈲西尾商店

TEL.054-271-3355
竹沢製茶㈱

TEL.054-272-2111
静岡市農業協同組合 茶業センター

静岡茶「葵じまん」 大御所熟成茶、静岡本山茶 国宝久能山東照宮 献上だし

徳川埋蔵金弁当

天女もよろこぶ磯とろご飯

TEL.0120-041-525
㈱ミホミ

TEL.054-366-7101
ホテルクエスト清水

TEL.054-654-4711
㈱長登屋

TEL.054-252-0394
日本料理 うおかね

金箔入り玉露茶飴

TEL.054-626-2428
㈱天神屋

TEL.054-354-5000
はごろもフーズ㈱

徳川家康ミートソースセット

静岡限定ビール 静岡麦酒〈缶〉
※7月28日（火）数量限定で発売



TEL.054-254-8167
キリンビールマーケティング㈱静岡支社

1/150 静岡鉄道1000形「家康」
ラッピングデカール
※商品は車体に貼るデカールシールのみ。電車は要別途購入

TEL.054-285-1177
鳥羽漆芸

TEL.054-271-5521
㈲川崎印刷紙工

TEL.054-345-2047
㈲プラッツ

うるしの和紙グラス（葵紋）駿府城・久能山東照宮・浜松城
クラフトキット

キリン一番搾り家康公四百年祭
デザインびん（中びん）※完売しました

TEL.054-284-9100
星光社印刷㈱ 「Shizuoka ebooks」

「家康公四百年祭事業」に関連する
情報誌・観光パンフ・広報誌等を、
電子書籍化し、無料NET公開中！

TEL.0120-72-0312
㈱静岡銀行インターネット支店

TEL.054-653-3226
中日本エクシス㈱

TEL.054-283-8115
㈱静岡第一テレビ

だいいちテレビ６時間リレーマ
ラソン（10/10開催）

駿府家康村
（NEOPASA静岡〈上り〉）

静岡銀行インターネット支店
「四百年祭限定デザインカード」

TEL.054-266-7019
静鉄プロパティマネジメント㈱

第２回しずてつバス沿線ウォーキン
グ、定期観光バス「するが満喫コー
ス」他

家康公四百年祭記念「ロープウェイ
往復＆久能山東照宮拝観券付き宿泊
プラン」

・ジェイアール東海ツアーズホームページ
URL . http://www.jrtours.co.jp/
・JR 東海 50 歳からの旅クラブ 「50+（フィフティプラス）」
URL . http://jr50plus.jp/

http://www.hotel-prezio.co.jp/
静鉄ホテルプレジオ

TEL.054-267-5115
しずてつジャストライン㈱

TEL.054-353-2222
㈱エスパルスドリームフェリー

新静岡セノバ来館ポイント付与サー
ビス「セノバの小判モノガタリ」

家康公ゆかりの清水港 絶景の旅
駿河湾めぐり

TEL.054-285-1663
静岡県眼鏡商業協同組合

TEL.054-259-3456
㈲ももぞの沖工務店

TEL.054-255-1331
静岡中央新聞販売㈱

経木組細工静岡市内転入者用パンフレット
「静岡ナビ」

徳川家康公が愛用しためがねの
レプリカ

TEL.050-3772-3910
東海旅客鉄道㈱

㈱ジェイアール東海ツアーズ

TEL.054-260-7902
㈱SBSプロモーション

TEL.054-253-3911
アイワ不動産チャリティコンサート実行委員会

東海道五十三次ウォーク
※第１回は６月７日に駿府城公園よりスタート！！

未来へ響け！徳川家康公400年
記念song

Traveling静岡
東海道の美景と家康公の足跡を巡る旅

TEL.054-388-2263
㈲やましち

かんばら「いわしカレー」、「活き
桜えび」

家康公四百年祭事業・徳川家康公顕彰四百年記念事業市民参画事業
後援：静岡市教育委員会・家康公四百年祭推進委員会

作詞  南荘宏、佐々木智子
作曲  南荘宏

徳川家康公400年記念song

２０１５年は家康公顕彰四百年！推進旅行企画



静岡商工会議所報「Sing」に貴社のPRチラシを同封します
貴社のPRチラシを「Sing」に同封し、静岡商工会議所の会員13,000事業所に配布します。
格安で効果的な広報手段として、ぜひご活用ください！

お問い合わせ・お申込みは、静岡商工会議所　企画広報室（TEL 054-253-5111）へ

★開封率が高く、静岡市の中小企業経営者にターゲットをしぼったPRができる。 ★単独DMに比べて、配送コストを削減できる。
※A4チラシ郵送の場合、@63円（特別料金適用）×1３,000社＝８１９,000円。当サービスでは10８,000円。

【利用料金】 （単位：円　消費税込み）

チラシ
サイズ

Ａ４まで 折りなし １０８，０００円
Ａ３まで ２つ折り １２９，６００円

仕上がりＡ４まで ８ページ以内 １５１，２００円
仕上がりＡ４まで ８ページ超 １５１,２００円に４ページ増す毎に２１，６００円加算
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会
貢
献
に
少
し
で
も
お

役
に
立
て
る
よ
う
微
力
な
が
ら
日
々
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

エムエムケー㈱　代表取締役
静岡商工会議所青年部 平成27年度 静岡未来創造委員会 副委員長

星座 ： みずがめ座  血液型 ： A型  趣味 ： スノーボード、ゴルフ
TEL ： 054-344-1778

森谷 秀樹さん

　

創
業
68
年
の
家
具
メ
ー
カ
ー
フ
ジ
ワ
ラ
で
は
、

職
人
が
心
を
込
め
て
作
っ
た
シ
ッ
ク
で
モ
ダ
ン
な

イ
ン
テ
リ
ア
家
具
を
駿
河
区
新
川
の
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
に
て
直
販
し
て
い
ま
す
。お
客
様
が
ひ
と
つ
ひ

と
つ
吟
味
さ
れ
選
ば
れ
た
家
具
を
お
売
り
し
、お

客
さ
ま
の
笑
顔
の
瞬
間
に
立
ち
会
え
る
こ
と
が

何
よ
り
の
楽
し
み
で
す
。メ
ー
カ
ー
の
立
場
で
お

客
さ
ま
の
望
む「
満
足
感
」を
叶
え
る
お
手
伝
い

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。静
岡
は
歴
史
の
深

い
家
具
産
地
で
す
。腕
の
い
い
職
人
も
い
て
永
く

使
え
る
イ
イ
家
具
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。家

具
購
入
を
検
討
さ
れ
る
際
に
は
、ま
ず
は
静
岡

家
具
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

　

学
生
時
代
は
県
外
で
の
生
活
を
し
て
い
ま
し

た
が
、静
岡
に
戻
り
改
め
て
静
岡
の
住
み
心
地
の

良
さ
を
感
じ
ま
し

た
。休
日
は
四
季
折
々

の
静
岡
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、美
味
し
い
モ

ノ
探
し
に
西
へ
東
へ
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
ま
す
。

静
岡
は
歴
史
あ
る

家
具
産
地
で
す

㈲藤原木工

星座 ： おうし座　血液型 ： B型　趣味 ： 音楽鑑賞、ドライブ、自然散策
TEL ： 054-285-1904

藤原 かおりさん

地
域
発
展
、社
会
貢
献
に

少
し
で
も
役
に
立
ち
た
い



東
京
か
ら

こ
ん
に
ち
は

静
岡
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、東
京
を
拠
点
に
内
外
で
活
躍

す
る
皆
様
に
、東
京
か
ら
見
た
静
岡
市
の
良
さ
と
可
能
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
つ
い
て
、ご
提
案
い
た
だ
き
ま
す
。

※レポーターの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

尾高　泉さん

一般社団法人 日本新聞協会
企画開発部長兼新聞教育文化部長

Izumi 0daka

８
５
年
に
静
岡
市
で
開
か
れ
た
新
聞
大
会
で
提

唱
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
だ
。現
在
は
対
象
を
家
庭

に
も
広
げ
て
い
る
。「
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
正
答

率
は
新
聞
を
読
ん
で
い
る
子
供
ほ
ど
高
い
と
い
う

デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
」。

　

そ
れ
で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
な
ど
で
新

聞
を
読
む
若
者
は
減
り
つ
つ
あ
る
。そ
う
し
た
若

者
の
無
購
読
対
策
の
一
つ
と
し
て
、新
聞
社
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
始
め
た
の
が〝
新
聞
出
前
授
業
〞。

協
会
が
作
っ
た「
若
者
し
ご
と
応
援
ガ
イ
ド
」（
冊

子
）に
は
、各
地
の
商
工
会
議
所
や
信
用
金
庫
か

　

全
国
紙
、地
方
紙
を
は
じ
め
国
内
の
主
要
な

新
聞
社・通
信
社・放
送
局
が
加
盟
す
る
日
本
新

聞
協
会
は
国
内
メ
デ
ィ
ア
の〝
総
本
山
〞と
も
い
う

べ
き
存
在
だ
。「
私
の
い
る
事
務
局
は
あ
る
意
味
、

新
聞
の
応
援
団
、広
報
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
」と
尾
高
さ
ん
。

　

新
聞
社
と
と
も
に
、Ｎ
Ｉ
Ｅ（
エ
ヌ
ア
イ
イ
ー
）と

い
っ
て
、学
校
な
ど
教
育
現
場
で
新
聞
を
教
材
と

し
て
活
用
し
て
も
ら
う
活
動
に
取
り
組
む
。１
９

ら
多
く
の
注
文
が
寄
せ
ら
れ
、こ
れ
を
教
材
に
新

聞
社
講
師
か
ら
仕
事
に
役
立
つ
新
聞
活
用
術
を

聞
く
研
修
を
し
た
い
と
い
う
相
談
が
増
え
て
い
る
。

「
地
元
に
し
っ
か
り
根
を
張
る
静
岡
商
工
会
議
所

さ
ん
に
も
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」と
期

待
を
寄
せ
る
。

　
「
静
岡
市
っ
て
非
常
に
ゆ
っ
く
り
時
間
が
流
れ

て
い
て
、そ
れ
が
少
し
物
足
り
な
く
て
東
京
に
出

た
ん
で
す
ね
」。新
聞
協
会
に
入
り
、多
く
の
地

方
紙
幹
部
ら
と
の
交
流
な
ど
を
通
じ
静
岡
が
恵

ま
れ
た
土
地
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
そ

う
だ
。た
だ
、「
全
国
あ
ち
こ
ち
で
感
じ
る
必
死
さ

と
い
う
か
、東
京
に
い
て
刺
さ
っ
て
く
る
も
の
が
な

い
ん
で
す
ね
」と
率
直
な
感
想
も
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
は
、「
私
は
事
業
者
で
な
い

の
で
的
外
れ
で
し
た
ら
恐
縮
で
す
が
」と
断
っ
た

上
で
、「
マ
ス
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
な
く
、地
元
の

良
さ
を
分
解
し
て
、た
と
え
小
さ
な
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

ー
で
も
、消
費
者
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト（
関
係

性
）を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
も
活
用
し
、そ
れ
を
県
外
や

世
界
に
向
け
て
探
し
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う

か
」と
話
す
。

　
「
今
の
特
に
若
い
人
は
自
分
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
や
こ
だ
わ
り
を
強
く
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る

も
の
が
あ
れ
ば
マ
イ
ナ
ー
な
所
で
も
出
向
く
し
、

フ
ァ
ン
に
な
る
ん
で
す
ね
」。北
九
州
市
生
ま
れ
の

静
岡
育
ち
。

（
文
：
長
田
義
明
、写
真
提
供
：
尾
高
氏
）

好
評
な
新
聞
出
前
授
業

北九州市生まれ。県立静岡高校卒業。慶應義塾大学法学部卒業。社団法人
（現在は一般社団法人）日本新聞協会に入職。国際関係、出版広報、広告な
どの部門、編集制作部技術・通信担当、経営業務部経営企画担当、企画開発
部企画開発担当各主管を経て、2012年、企画開発部長に就任、14年から
新聞教育文化部長兼務。
慶應義塾機関誌「三田評論」の14年5月号特集「新聞の現在」座談会に出席。
http://www.pressnet.or.jp/

経 歴

「関係性」あれば
出向く若者たち

地
元
の
良
さ
を「
分
解
」



巴
川

新清水
静岡鉄道

南幹線

ローソン専念寺

清水区役所清水区役所清水区役所

エスパルス
ドリームプラザ

キララシティ

港橋

清
水
港

　
「
サ
ン
ラ
イ
ス
」は
、清
水
港
か
ら
巴
川
の
港

橋
へ
と
伸
び
る
エ
ス
パ
ル
ス
通
り
に
あ
り
ま
す
。

遠
藤
眞
佐
明
シ
ェフ
の
祖
父
が
大
正
10
年（
１

９
２
１
）に
オ
ー
プ
ン
し
、今
年
で
94
周
年
。当

時
の
波
止
場
通
り
は
、50
軒
の
商
店
が
軒
を
つ

ら
ね
て
賑
わ
い
、船
長
、パ
イ
ロ
ッ
ト
、税
関
職

員
な
ど
が
来
店
。現
在
も
清
水
港
の
発
展
を

支
え
た
シ
ニ
ア
の
皆
様
が
来
店
し
て
い
ま
す
。

　

店
は
船
を
模
し
て
、１
階
駐
車
場
奥
の
螺

旋
階
段
か
ら
入
り
ま
す
。天
井
は
曲
線
を
描

き
、壁
に
は
船
の
ハッ
チ
が
並
び
、帆
船
の
模
型

が
飾
ら
れ
、港
情
緒
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
日
の
料
理
は
、当
店
の
人
気
メ
ニュ
ー
。

「
清
水
み
な
と
カ
レ
ー
」は
、ヨ
ー
ロッ
パ
風
の
マ

イ
ル
ド
な
ル
ー
と
イ
ン
ド
風
の
辛
味
の
効
い
た

ル
ー
を
ブ
レ
ン
ド
し
、店
で
挽
い
た
香
辛
料
、野

菜
、魚
の
出
汁（
ブ
イ
ヨ
ン
）を
加
え
た
も
の
。

桜
海
老
の
粉
を
入
れ
た
ラ
イ
ス
は
、ほ
ん
の
り

ピ
ン
ク
色
で
香
ば
し
く
、抹
茶
を
ま
ぶ
し
た
春

雨
の
衣
で
包
ん
で
揚
げ
た
マ
グ
ロ
の
ホ
ホ
肉
が

ト
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
、清
水
な
ら
で
は
の
味
が
満

載
で
す
。

　
「
牛
ロ
ー
ス
肉
の
ソ
テ
ー・フ
ォ
ン
ド
ヴ
ォ
ー

ソ
ー
ス
」は
、熟
成
さ
せ
、柔
ら
か
く
し
た
サ
ー

ロ
イ
ン
を
薄
切
り
に
し
て
油
で
炒
め
焼
き
、子

牛
の
出
汁
を
ベ
ー
ス
に
し
た
フ
ォ
ン
ド
ヴ
ォ
ー

ソ
ー
ス
を
か
け
た
も
の
。パ
プ
リ
カ
、ポ
テ
ト
、

イ
ン
ゲ
ン
、人
参
、ピ
ー
マ
ン
、水
菜
を
あ
わ
せ

た
盛
り
付
け
は
彩
り
豊
か
で
、さ
っ
ぱ
り
し
た

味
わ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、フ
ラ
ン
ス
鴨
料
理
、魚
料
理
な
ど

多
彩
な
メ
ニュ
ー
で
、遠
藤
シ
ェフ
が
き
ち
っ
と

出
汁
を
と
っ
て
手
を
か
け
た
ソ
ー
ス
と
料
理

を
味
わ
え
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
来
店
く
だ
さ
い
。

地産地消

【メニュー】

【営業時間】

【施　設】
【所在地】

フランス鴨もも肉のカレー・サラダ付
1000円。魚貝類のインド風カレー・サ
ラダ付1160円。ビーフシチュー1470
円。時季の魚ソテー・香草トマトソース・
ライス・デザート・コーヒー付1450円。
牛ロース肉和風角切ステーキ・ライス
付1590円。
昼11時30分～13時30分（L.0.）。夜
17時～20時30分（L.0.）。月曜定休。
テーブル32席。駐車場５台。
静岡市清水区港町2-6-19
TEL ０５４‐352-0810

レストラン 橋遠９時ら員支旋きが「イル菜レストラン

左から、清水みなとカレー・サラダ付1150円。牛ロース肉のソテー・フォンドヴォーソース・ライス・コーヒー付1600円。赤ワイン・デカンタ1050円。

遠藤眞佐明氏シェフ



5F大ホール
400名が一堂に集える多機能ホール。
講演会・研修会・祝賀会・ダンスパーティー・
各種企業行事などにご利用できます。

会議室（4F）
人と情報の交流する多目的スペース。
少人数の会議から大人数の講習会、研修会、
また会議後の懇親会など多目的に使えます。

〔会員割引〕
会員の方は、一般より安い料金でご利用いただけます。

貸会議室利用のご案内静岡商工会議所 静岡事務所会館 貸会議室利用のご案内
駅
か
ら
徒
歩
5
分
。

会
場
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、

後
片
付
け
も
い
た
し
ま
す
。

　

静
岡
商
工
会
議
所
会
館
は
、J
R
静
岡

駅
か
ら
歩
い
て
5
分
。

　

各
種
行
事・会
議
か
ら
サ
ー
ク
ル
活
動

（
30
名
〜
400
名
）ま
で
会
員
の
皆
様
の
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

机・イ
ス
の
配
置・パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の

準
備
な
ど
、会
場
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
承

り
ま
す
。

　

利
用
日
の
１
年
前
よ
り
お
申
込
み
を

受
付
け
ま
す
。

お
申
込
み
は

総
務
企
画
課
／
☎
0
5
4〈
2
5
3
〉5
1
1
1

会議室  ご使用料金表 （消費税込み・単位：円）

5F
大ホール 370

広 さ
（㎡数）

70名
（学校式）

80名
（学校式）

60名
（学校式）

30名
（学校式）

定 員

120

136

86

63

平日 44,300

9～12時 13～17時 18～21時 9～17時 13～21時 9～21時

52,500 59,700 87,500 114,200 139,900

51,500 61,800 70,000 102,900 133,800 164,600

14,400 17,500 19,600 26,800 35,000 44,300

16,500 20,600 22,700 30,900 41,200 51,500

15,500 20,600 22,700 29,900 38,100 47,400

18,600 24,700 26,800 35,000 45,300 55,600

12,400 14,400 14,400 22,700 26,800 35,000

14,400 16,500 17,500 26,800 30,900 41,200

10,300 12,400 13,400 17,500 20,600 26,800

12,400 14,400 15,500 20,600 24,700 30,900

日曜・祭日

平日

日曜・祭日

平日

日曜・祭日

平日

日曜・祭日

平日

日曜・祭日

401
号室

402
号室

403
号室

404
号室

一般料金

平日 33,000

9～12時 13～17時 18～21時 9～17時 13～21時 9～21時

40,200 49,400 66,900 86,400 107,000

39,100 47,400 57,600 78,200 101,900 125,500

10,300 13,400 16,500 19,600 26,800 33,000

12,400 15,500 18,600 23,700 30,900 39,100

12,400 16,500 18,600 22,700 29,900 36,000

14,400 18,600 21,600 26,800 34,000 42,200

9,300 10,300 12,400 17,500 19,600 26,800

11,400 12,400 14,400 20,600 23,700 30,900

8,300 9,300 11,400 13,400 16,500 19,600

9,300 11,400 13,400 15,500 18,600 23,700

日曜・祭日

平日

日曜・祭日

平日

日曜・祭日

平日

日曜・祭日

平日

日曜・祭日

会員料金

机・イス付
250名（学校式）
イスのみ
400名



認定支援機関認定支援機関
（会計士、税理士、中小企業診断士）（会計士、税理士、中小企業診断士）

認定支援機関
（会計士、税理士、中小企業診断士）

金融機関金融機関金融機関

経営改善支援センター経営改善支援センター
（静岡商工会議所）（静岡商工会議所）

経営改善支援センター
（静岡商工会議所） 中小企業・小規模事業者中小企業・小規模事業者中小企業・小規模事業者

利用申請から支払決定までの流れ利用申請から支払決定までの流れ

事業の流れ事業の流れ

静岡県経営改善支援センター〔静岡商工会議所内〕 静岡市葵区黒金町20-8　☎054-275-1880

静岡県中小企業再生支援協議会に『静岡県経営改善支援センター』が新設されました。
本事業は、一定の要件の下、認定支援機関が経営改善計画の策定を支援し、中小企業・小規模事業者が認定支援機関に
対し負担する経営改善計画策定支援に要する計画策定費用及びフォローアップ費用の総額について、経営改善支援
センターが、3分の2（上限200万円）を負担するものです。

●費用の
1/3を
負担

●計画策定支援
●金融支援協議
 サポート
●フォローアップ
●デューデリジェンス
（資産査定）

支援の申込み・策定支援

対象となる事業者

●中小企業・小規模事業者と本事業に係る認定支援機関は、連名で、経営改善支援センターに対し経営改善計画の策定を申込みます。
●認定支援機関は、中小企業・小規模事業者に対して経営改善計画の策定支援を実施します。

策定計画の提出・確認

●認定支援機関は、関係金融機関が合意した経営改善計画・金融支援等を経営改善支援センターに提出します。
●経営改善支援センターは、認定支援機関から提出された計画を確認し、費用の2/3を支出します。

フォローアップ

●認定支援機関は、中小企業・小規模事業者の計画達成状況について定期的なモニタリングを行い、その結果を経営改善支援センターに
報告します。（フォローアップ費用も支援対象）

金融支援等の協議

●認定支援機関のサポートを受けて、中小企業・小規模事業者は、策定した経営改善計画に基づく金融支援について、金融機関と協議します。

静岡県経営改善支援センター

静岡県中小企業再生支援協議会に『静岡県経営改善支援センター』が新設されました。
本事業は 一定の要件の下 認定支援機関が経営改善計画の策定を支援し 中小企業・小規模事業者が認定支援機関に

静岡県経営改善支援センター

経営計画策定費用及び経営計画策定費用及び
フォローアップ費用総額フォローアップ費用総額の　 負担負担23

経営計画策定費用及び
フォローアップ費用総額の　 負担23

お問い合わせ先

認定支援
機関と連名
で申込み

支援決定

金融支援等
に関する協議

事業内容や財務状況など、
経営上の課題を抱え、金融
支援等を必要としている
中小企業・小規模事業者

費
用
の　

を
支
援

2/3
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